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国
際
金
融
危
機
に
お
け
る
「
ド
ル
不
足
」
現
象
の
「
構
造
的
」
な
理
解
不
足
現
象
・
・
・
・
新
型
「
ド
ル
不
足
」
現
象
解
題
の
ユ
ー
ロ
・
パ
ラ
ド
ク
ス
（
中
）米
倉
茂
は
じ
め
に
第
Ⅰ
節
「
ド
ル
不
足
」
危
機
説
へ
の
飛
躍
の
頓
挫
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
168
（
ⅰ
）
旧
来
の
ド
ル
過
剰
危
機
説
か
ら
抜
け
だ
そ
う
と
し
た
「
ド
ル
不
足
」
提
唱
者
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
168
●
ユ
ー
ロ
危
機
の
解
明
に
は
不
可
欠
の
「
ド
ル
不
足
」
現
象
●
自
ら
の
見
解
を
ひ
っ
そ
り
オ
フ
バ
ラ
ン
ス
風
に
脚
注
で
変
更
●
「
ド
ル
不
足
」
現
象
の
本
邦
老
舗
の
解
題
者
に
対
す
る
不
自
然
な
扱
い
（
ⅱ
）
二
〇
〇
八
年
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
時
の
Ｍ
Ｍ
Ｆ
元
本
割
れ
の
解
説
で
「
元
本
割
れ
」
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
173
●
拙
著
を
参
照
し
な
い
と
行
き
づ
ま
る
「
ド
ル
不
足
」
現
象
解
題
●
Ｍ
Ｍ
Ｆ
か
ら
Ｍ
Ｍ
Ｆ
へ
の
資
金
逃
避
の
内
実
●
肝
心
な
点
で
ツ
ボ
を
は
ず
し
ま
く
る
「
詳
細
な
言
及
」
（
ⅲ
）
Ｍ
Ｍ
Ｆ
元
本
割
れ
時
に
お
け
る
Ｍ
Ｍ
Ｆ
と
銀
行
の
対
応
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
176
●
Ｍ
Ｍ
Ｆ
資
金
の
流
出
先
の
受
け
皿
に
な
れ
な
い
ユ
ー
ロ
圏
の
銀
行
●
外
国
為
替
ス
ワ
ッ
プ
市
場
（
Ｆ
Ｘ
市
場
）
の
話
を
し
な
け
れ
ば
解
題
で
き
な
い
「
ド
ル
不
足
」
問
題
（
ⅳ
）
Ｍ
Ｍ
Ｆ
取
付
時
に
お
け
る
米
国
財
務
省
と
Ｆ
ｅ
ｄ
の
連
携
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
180
129
●Ｍ
Ｍ
Ｆ
取
付
に
関
す
る
財
務
省
と
Ｆ
ｅ
ｄ
の
連
携
手
順
は
一
覧
す
れ
ば
す
ぐ
わ
か
る
は
ず
●
Ｆ
ｅ
ｄ
が
デ
フ
ォ
ル
ト
資
産
の
支
払
請
求
を
し
な
い
わ
け
●
財
務
省
が
Ｍ
Ｍ
Ｆ
の
元
本
保
証
を
で
き
る
わ
け
第
Ⅱ
節
ユ
ー
ロ
・
パ
ラ
ド
ク
ス－
ユ
ー
ロ
成
立
以
降
、
ユ
ー
ロ
圏
の
銀
行
は
ド
ル
金
融
を
異
常
に
膨
張
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
186
（
ⅰ
）
ユ
ー
ロ
・
パ
ラ
ド
ク
ス
を
知
ら
な
い
ユ
ー
ロ
・
パ
ラ
ダ
イ
ス
論
の
帰
結
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
186
●
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
・
バ
ブ
ル
に
の
め
り
込
ん
で
い
た
ユ
ー
ロ
経
済
の
礼
賛
●
ユ
ー
ロ
圏
の
銀
行
は
骨
川
筋
衛
門
（
ⅱ
）
国
際
金
融
危
機
が
「
ド
ル
不
足
」
と
し
て
発
現
す
る
経
緯
に
無
理
解
な
文
献
を
典
拠
と
す
る
「
ド
ル
不
足
」
解
題
…
…
…
…
190
●
「
ド
ル
不
足
」
論
の
顛
末－
「
転
石
こ
け
む
さ
ず
」
転
じ
て
「
転
脳
ド
ル
理
解
つ
か
ず
」
●
似
非
「
ド
ル
不
足
」
論
の
極
み－
「
ド
ル
不
足
」
現
象
の
理
解
不
足
の
永
続
性
●
Ｅ
Ｃ
Ｂ
ば
か
り
か
日
銀
ま
で
も
二
〇
〇
七
年
の
ド
ル
供
給
者
に
仕
立
て
あ
げ
る
胆
力
（
以
上
第
四
五
巻
第
五
号
）（
上
）
第
Ⅲ
節
構
造
的
ド
ル
不
足
に
露
呈
す
る
構
造
的
無
理
解－
「
ド
ル
資
金
不
足
」
は
い
か
な
る
意
味
で
「
構
造
的
」
な
の
か
？
…
…
133
（
ⅰ
）「
ド
ル
資
金
不
足
」
が
「
構
造
的
」
だ
と
す
れ
ば
、
起
こ
り
得
な
い
世
界
的
バ
ブ
ル
・
・
・
Ｂ
Ｉ
Ｓ
文
献
の
不
自
然
な
る
参
照
…
133
●
典
拠
に
挙
げ
て
い
る
Ｂ
Ｉ
Ｓ
と
正
反
対
の
記
述
を
す
る
離
れ
業
●
二
〇
〇
九
年
の
時
点
に
「
未
知
数
の
問
題
」
に
な
る
は
ず
も
な
い
「
ド
ル
不
足
」
現
象
●
「
ド
ル
不
足
」
現
象
も
解
題
で
き
な
い
新
型
「
ド
ル
不
足
」
論
に
な
っ
た
遠
因
（
ⅱ
）
自
身
を
元
祖
ド
ル
不
足
論
者
に
仕
立
て
あ
げ
よ
う
と
す
る
無
謀
な
試
み
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
141
●
「
こ
れ
ま
で
な
じ
み
の
薄
か
っ
た
分
野
」
で
あ
る
「
ド
ル
不
足
」
現
象
は
依
然
と
し
て
な
じ
み
の
薄
い
ま
ま
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●ド
ル
に
頼
る
ユ
ー
ロ
銀
行
の
ユ
ー
ロ
・
パ
ラ
ド
ク
ス
（
ⅲ
）
構
造
的
ド
ル
不
足
論
に
露
呈
す
る
構
造
的
無
理
解
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
144
●
ユ
ー
ロ
圏
の
銀
行
の
「
構
造
的
ド
ル
不
足
」
と
は
？
●
「
構
造
的
」
な
「
ド
ル
資
金
不
足
」
と
は
似
て
非
な
る
Ｂ
Ｉ
Ｓ
「
構
造
的
ド
ル
不
足
」
の
タ
ー
ム
（
ⅳ
）
メ
ビ
ウ
ス
の
帯
に
は
ま
っ
た
「
ド
ル
不
足
」
論
は
ペ
ン
ロ
ー
ズ
の
階
段
に
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
150
●
二
〇
〇
七
年
八
月
に
Ｅ
Ｃ
Ｂ
が
ド
ル
流
動
性
を
供
給
し
て
い
た
と
誤
解
し
た
理
由
・
・
・
①
為
替
ス
ワ
ッ
プ
に
よ
る
ド
ル
資
金
調
達
の
仕
組
み
の
無
理
解
●
「
プ
レ
ミ
ア
ム
」
の
理
解
に
お
け
る
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
●
二
〇
〇
七
年
八
月
に
Ｅ
Ｃ
Ｂ
が
ド
ル
流
動
性
を
供
給
し
て
い
た
と
誤
解
し
た
理
由
・
・
・
②
パ
リ
バ
・
シ
ョ
ッ
ク
の
内
実
の
無
理
解
●
表
（
ド
ル
不
足
論
）
と
裏
（
ド
ル
不
足
無
理
解
）
の
境
の
不
明
な
メ
ビ
ウ
ス
の
帯
に
は
ま
っ
た
「
ド
ル
不
足
」
論
（
以
上
第
四
五
巻
第
六
号
）（
中
）
第
Ⅳ
節
統
一
通
貨
ユ
ー
ロ
成
立
ま
で
の
軌
跡
の
改
ざ
ん
（
ⅰ
）
イ
ギ
リ
ス
を
Ｅ
Ｒ
Ｍ
離
脱
に
追
い
込
ん
だ
ソ
ロ
ス
も
真
っ
青
・
・
・
時
を
か
け
る
イ
ギ
リ
ス
「
Ｅ
Ｍ
Ｓ
」
●
Ｅ
Ｒ
Ｍ
に
参
加
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
は
、
も
と
も
と
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
は
加
入
し
て
い
な
い
●
Ｅ
Ｒ
Ｍ
を
Ｅ
Ｍ
Ｓ
と
誤
認
し
続
け
足
か
け
三
〇
年
●
親
の
背
中
を
み
て
子
は
育
つ
・
・
・
Ｅ
Ｒ
Ｍ
と
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
区
別
も
つ
か
な
い
ユ
ー
ロ
問
題
権
威
の
師
弟
愛
●
Ｅ
Ｒ
Ｍ
を
離
脱
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
景
気
の
動
向
に
も
不
明
な
師
弟
愛
●
Ｅ
Ｍ
Ｓ
参
加
国
の
中
身
も
お
ぼ
つ
か
な
い
Ｅ
Ｍ
Ｓ
解
題
国際金融危機における「ドル不足」現象の「構造的」な理解不足現象
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●脅
威
の
テ
レ
キ
ネ
シ
ス
発
揮
・
・
・
い
つ
の
間
に
か
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
Ｅ
Ｒ
Ｍ
●
何
と
同
一
書
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｒ
Ｍ
に
参
加
し
、
参
加
し
て
い
な
い
と
す
る
往
還
自
在
の
解
題
●
三
〇
年
以
上
に
わ
た
る
Ｅ
Ｍ
Ｓ
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
に
関
す
る
誤
解
の
払
拭
・
・
・
欧
州
諸
国
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
へ
の
関
わ
り
の
経
緯
の
初
学
的
お
さ
ら
い
●
ル
ビ
コ
ン
川
を
渡
る
溺
れ
業
・
・
・
イ
ギ
リ
ス
を
「
Ｅ
Ｍ
Ｓ
」
に
は
め
る
勢
い
で
、
イ
タ
リ
ア
は
「
Ｅ
Ｍ
Ｓ
」
か
ら
は
ず
す
歴
史
的
偽
造
第
Ｖ
節
ユ
ー
ロ
の
制
度
設
計
と
現
実
に
関
す
る
認
識
（
ｉ
）
立
派
な
成
人
の
ユ
ー
ロ
を
子
供
扱
い
す
る
ご
ま
か
し
操
作
（
ⅱ
）
ユ
ー
ロ
導
入
以
降
も
、
ソ
ブ
リ
ン
問
題
の
源
泉
と
な
る
南
欧
参
加
国
の
問
題
点
に
自
覚
で
き
な
か
っ
た
ユ
ー
ロ
研
究
家
●
ユ
ー
ロ
の
構
造
的
弱
点
を
後
出
し
じ
ゃ
ん
け
ん
的
に
指
摘
し
て
お
茶
を
濁
す
ご
都
合
主
義
●
ユ
ー
ロ
圏
全
体
の
銀
行
シ
ス
テ
ム
を
監
視
監
督
す
る
機
関
の
欠
落
（
ⅲ
）
で
き
の
悪
い
だ
る
ま
落
と
し
・
・
・
国
際
金
融
に
関
す
る
基
礎
的
認
識
を
欠
い
た
代
償
●
基
軸
通
貨
の
歴
史
性
認
識
の
欠
如
・
・
・
ド
ル
基
軸
通
貨
に
関
連
し
た
Ｉ
Ｍ
Ｆ
協
定
●
基
軸
通
貨
と
経
常
収
支
尻
の
関
係
の
お
さ
ら
い
●
消
え
た
ギ
リ
シ
ャ
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
総
裁
を
勝
手
に
「
辞
任
」
さ
せ
る
暴
挙
・
・
・
ユ
ー
ロ
の
前
身
Ｅ
Ｍ
Ｓ
か
ら
ギ
リ
シ
ャ
の
加
盟
履
歴
を
抹
消
む
す
び
佐賀大学経済論集 第45巻第6号
132
第
Ⅲ
節
構
造
的
ド
ル
不
足
に
露
呈
す
る
構
造
的
無
理
解
ー
「
ド
ル
資
金
不
足
」
は
い
か
な
る
意
味
で
「
構
造
的
」
な
の
か
？
（
ⅰ
）「
ド
ル
資
金
不
足
」
が
「
構
造
的
」
だ
と
す
れ
ば
、
起
こ
り
得
な
い
世
界
的
バ
ブ
ル
・
・
・
Ｂ
Ｉ
Ｓ
文
献
の
不
自
然
な
る
参
照
前
節
で
指
摘
し
た
と
お
り
、
実
に
デ
タ
ラ
メ
な
事
実
認
識
で
ド
ル
不
足
問
題
を
解
題
し
よ
う
と
す
る
か
ら
、
ド
ル
不
足
が
一
体
、
ど
の
よ
う
に
し
て
発
生
し
た
の
か
、
田
中
が
そ
の
点
を
理
解
で
き
る
は
ず
も
な
い
。
今
回
の
ド
ル
不
足
問
題
に
関
し
、
田
中
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
銀
行
の
ド
ル
資
金
不
足
は
、
構
造
的
で
あ
っ
た
」（〈
田
中
二
〇
一
〇－
①
〉
一
九
〇
頁
）
と
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
銀
行
の
ド
ル
資
金
不
足
は
し
た
が
っ
て
米
欧
間
の
銀
行
取
引
で
は
ま
っ
た
く
不
均
衡
で
、
構
造
的
で
あ
っ
た
」（〈
田
中
二
〇
一
〇－
①
〉
一
九
〇－
一
九
一
頁
）
と
し
て
、
い
か
に
も
深
い
理
解
を
持
っ
て
い
る
か
の
ポ
ー
ズ
を
と
る
。
●
典
拠
に
挙
げ
て
い
る
Ｂ
Ｉ
Ｓ
と
正
反
対
の
記
述
を
す
る
離
れ
業
も
ち
ろ
ん
、
当
の
Ｂ
Ｉ
Ｓ
に
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
何
も
書
い
て
い
な
い
。
さ
っ
そ
く
、
そ
の
エ
ビ
デ
ン
ス
を
示
す
。
次
の
表
1
に
は
面
白
い
タ
イ
ト
ル
を
付
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
ど
っ
ち
当
て
ク
イ
ズ
・
・
・
Ｂ
Ｉ
Ｓ
四
季
報
の
記
述
を
き
ち
ん
と
紹
介
・
評
価
し
て
い
る
の
は
、
田
中
論
文
、
そ
れ
と
も
拙
著
『
新
型
ド
ル
恐
慌
』
？
」
で
あ
る
。
●
二
〇
〇
九
年
の
時
点
に
「
未
知
数
の
問
題
」
に
な
る
は
ず
も
な
い
「
ド
ル
不
足
」
現
象
こ
の
表
1
で
簡
単
に
判
別
で
き
る
こ
と
。
第
一
に
、
こ
の
Ｂ
Ｉ
Ｓ
論
文
〈
二
〇
〇
九
Ｍ
ａ
ｒ
ｃ
ｈ
③
〉
は
、
二
〇
〇
八
年
の
世
界
的
金
融
危
機
が
「
ド
ル
不
足
」
と
し
て
発
現
し
た
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
第
二
は
田
中
に
よ
る
Ｂ
Ｉ
Ｓ
論
文
に
関
す
る
紹
介
の
内
容
が
支
離
滅
裂
な
こ
と
。
断
る
ま
国際金融危機における「ドル不足」現象の「構造的」な理解不足現象
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表1 どっち当てクイズ・・・ BIS 四季報の記述をきちんと紹介・評価しているのは、田中
論文、それとも拙著『新型ドル恐慌』？
The current financial crisis has highlighted just how little is known about the
structure of banks’ international balance sheets and their interconnectedness.
During the crisis, many banks reportedly faced severe US dollar funding shortage,
prompting central banks around the world to adopt unprecedented policy measures to
supply them with funds. How could a US dollar shortage develop so quickly after dollar
liquidity had been viewed as plentiful ?
（出典）＜BIS2009 March ③＞47）
「銀行の国際業務上のバランスシートがどんな仕組みになっているのか、そしてその
お互いはどのように関連しているのか、このことがほとんど理解されていなかったこと
が、今回の金融危機で浮き彫りになりました（リーマン・ショックという・・・・・引
用者）。危機の時に多くの銀行はアメリカ・ドルを調達できなくなってしまったと報道
されました。そしてこれらの銀行へドルを供給するため世界の中央銀行はこれまではな
かった政策措置をとらざるをえなくなりました。ドル流動性が豊富にあるとみられてい
た時に、どうしてその直後にドル不足が激化したのでしょう」（『新型』12頁・・・この
著書の時には「ドル流動性が豊富」と訳すべきところが「流動性が豊富」となっている）
原文の
該当頁
BIS 該
当個所
の拙訳
（拙著
『新型
ドル』
恐慌、
拙著『新型ドル恐慌』
件の BIS の記述への理解
「ドル流動性が豊富にあると
みられていた時に、どうしてそ
の直後にドル不足が激化したの
でしょう」と、原文を紹介。
金融市場の動向次第でドル流
動性が過剰になったり不足する
状況を要領よく紹介
ドル不足問題を2007年から
2008年のリーマン・ショックの
時点まで、系統的に分析
◎
BIS 関連資料を数年次に及び
系統だって読んでいる。
田中論文
「国際的に活動する大銀行の国
際バランスシート構造は今次の金
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
融危機で初

め

て

解

明

の

緒

に

就

い

た

と指摘している」（〈田中〉2010－
①189頁）、傍点は引用者による
実際に読んでいたとすれば、お
よそ考えられない不自然な要約。
この頁以外の解題にも無理解が頻
出
ドル不足問題は、「筆者にはこ
れまでなじみの薄かった分野」、
「あえて説明を試みる」（〈田中〉
2009－②40頁）
×
本当に当該文献を読んでいれば、
およそ起こりえない要約。根本的
には、国際金融情勢に暗いこと。
上記の BIS の記述の要約
件の BIS の記述の要約の
真贋性
そうなった理由
どっちが正しく典拠として
いるか？ その総合判定
両者の分かれ目の理由
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で
も
な
く
、
田
中
は
「
ド
ル
不
足
」
問
題
を
解
題
し
よ
う
と
し
て
い
る
は
ず
な
の
に
。
で
は
な
ぜ
、
田
中
は
支
離
滅
裂
な
Ｂ
Ｉ
Ｓ
論
文
の
解
説
に
終
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
実
際
に
こ
の
Ｂ
Ｉ
Ｓ
論
文
〈
二
〇
〇
九
Ｍ
ａ
ｒ
ｃ
ｈ
③
〉
を
直
接
読
め
ば
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
を
解
題
し
て
い
る
米
倉
の
拙
著
『
新
型
ド
ル
恐
慌
』
を
典
拠
に
し
て
お
け
ば
、
発
生
し
よ
う
が
な
い
贋
造
的
な
理
解
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
表
1
に
示
さ
れ
る
と
お
り
、
田
中
の
解
題
は
原
典
の
Ｂ
Ｉ
Ｓ
、
も
し
く
は
そ
れ
を
解
題
し
て
い
る
拙
著
と
は
正
反
対
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
と
ま
れ
、
田
中
に
よ
る
Ｂ
Ｉ
Ｓ
論
文
の
紹
介
の
中
身
を
再
度
、
見
て
お
こ
う
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
Ｂ
Ｉ
Ｓ
論
文
は「
ド
ル
不
足
」
を
米
欧
間
の
国
際
金
融
問
題
と
し
て
設
定
さ
れ
て
お
り
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
銀
行
を
主
体
と
す
る
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
の
資
金
移
動
の
問
題
性
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
」
そ
う
で
あ
る
（〈
田
中
二
〇
一
〇－
①
〉
一
八
九
頁
）。
こ
こ
ま
で
は
Ｂ
Ｉ
Ｓ
論
文
の
内
容
紹
介
自
体
に
不
自
然
な
点
は
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
に
続
く
内
容
の
紹
介
か
ら
、
不
自
然
さ
が
加
速
す
る
。
そ
の
解
題
を
引
い
て
お
こ
う
。
表
1
に
も
挙
げ
て
い
る
傍
点
の
部
分
に
特
に
注
意
さ
れ
た
い
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
時
に
発
現
し
た
こ
の
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
の
資
金
移
動
と
い
う
問
題
は
「
大
・
・
・
・
・
銀
行
に
よ
る
国
際
的
資
金
移
動
を
継
続
的
に
分
析
し
て
き
た
Ｂ
Ｉ
Ｓ（
国
際
決
済
銀
行
）の
研
究
者
に
と
っ
て
も
未
知
数
の
問
題
で
あ
っ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
て
、
国
際
的
に
活
動
す
る
大
銀
行
の
国
際
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
構
造
は
今
次
の
金
融
危
機
で
初
め
て
解
明
の
緒
に
就
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
」（〈
田
中
二
〇
一
〇－
①
〉
一
八
九
頁
、
傍
点
は
引
用
者
に
よ
る
）
と
い
う
。
こ
の
紹
介
は
ま
っ
た
く
の
ウ
ソ
で
あ
る
。
実
際
、
原
典
の
該
当
頁
に
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
（
表
1
参
照
）。
実
際
に
読
ん
で
い
れ
ば
、
と
て
も
書
け
な
い
内
実
の
紹
介
で
あ
る
。
第
一
に
、
件
の
国
際
的
な
資
金
移
動
が
Ｂ
Ｉ
Ｓ
の
研
究
者
に
と
っ
て
「
未
知
数
の
問
題
」
と
い
う
の
が
ウ
ソ
。
Ｂ
Ｉ
Ｓ
は
、
田
中
も
挙
げ
て
い
る
二
〇
〇
九
年
三
月
の
論
文
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
に
先
行
す
る
二
〇
〇
八
年
の
時
点
に
お
い
て
も
、
二
〇
〇
七
年
の
Ｂ
Ｎ
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Ｐ
パ
リ
バ
事
件
を
「
ド
ル
不
足
」
問
題
に
現
れ
る
国
際
資
本
移
動
と
し
て
考
察
し
て
い
る
（B
IS,Q
uartely
R
eview
,M
arch
2008,
七
三－
七
七
頁
）。
し
か
も
、
田
中
は
こ
の
二
〇
〇
八
年
の
Ｂ
Ｉ
Ｓ
四
季
報
三
月
号
を
典
拠
に
挙
げ
て
い
る
（〈
田
中
二
〇
一
〇－
①
〉
二
一
〇
頁
）。
だ
か
ら
、
も
し
こ
の
Ｂ
Ｉ
Ｓ
の
二
〇
〇
八
、
二
〇
〇
九
年
の
四
季
報
を
き
ち
ん
と
読
ん
で
い
た
と
す
れ
ば
、
Ｂ
Ｉ
Ｓ
論
文
が
、
ド
ル
不
足
問
題
と
し
て
発
現
す
る
国
際
的
な
資
金
移
動
を
「
未
知
数
の
問
題
」
と
し
て
い
る
と
紹
介
す
る
は
ず
が
な
い
。
実
際
、
米
倉
も
二
〇
〇
八
年
秋
の
著
書
に
お
い
て
も
（『
真
実
』
七
〇
〜
七
四
頁
）、
二
〇
〇
八
年
時
点
の
Ｂ
Ｉ
Ｓ
論
文
や
二
〇
〇
七
年
の
ロ
イ
タ
ー
報
道
を
典
拠
と
し
つ
つ
、
田
中
に
は
「
未
知
数
の
問
題
」
の
は
ず
の
「
ド
ル
不
足
」
問
題
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
？
き
ち
ん
と
再
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
田
中
に
と
っ
て
「
未
知
数
の
問
題
」
と
な
る
は
ず
の
件
は
、
す
で
に
そ
れ
以
前
の
二
〇
〇
七
年
の
時
点
に
国
際
金
融
の
専
門
家
や
金
融
報
道
で
も
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。
Ｂ
Ｉ
Ｓ
は
そ
の
よ
う
な
問
題
を
す
で
に
二
〇
〇
八
年
の
段
階
で
取
り
あ
げ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
田
中
が
典
拠
に
し
て
い
る
二
〇
〇
九
年
の
Ｂ
Ｉ
Ｓ
論
文
の
段
階
に
お
い
て
「
未
知
数
の
問
題
」
に
な
る
は
ず
は
な
い
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
田
中
に
と
っ
て
、
そ
れ
が
「
未
知
数
の
問
題
」
に
な
っ
て
し
ま
う
。
実
は
そ
れ
も
当
然
で
あ
る
。
ド
ル
不
足
問
題
は
、
田
中
と
い
う
「
筆
者
に
は
こ
れ
ま
で
な
じ
み
の
薄
か
っ
た
分
野
」（〈
田
中
二
〇
〇
九－
②
〉
四
〇
頁
）
な
の
だ
か
ら
、
そ
の
問
題
は
二
〇
〇
九
年
の
段
階
で
も
「
未
知
数
の
問
題
」
に
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
で
は
、
田
中
が
犯
し
た
第
二
の
ウ
ソ
に
つ
い
て
真
相
を
明
ら
か
に
し
て
み
よ
う
。「
国
際
的
に
活
動
す
る
大
銀
行
の
国
際
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
構
造
は
今
次
の
金
融
危
機
で
初
め
て
解
明
の
緒
に
就
い
た
」
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
表
1
に
示
す
と
お
り
、
田
中
が
典
拠
と
し
て
い
る
当
の
文
献
の
頁
に
は
、
ま
っ
た
く
別
の
話
が
書
か
れ
て
い
る
。
再
確
認
す
べ
き
は
、
米
倉
の
場
合
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
原
因
を
取
り
扱
っ
た
別
の
拙
著
（
二
〇
〇
九
年
八
月
に
擱
筆
の
『
新
型
ド
ル
恐
慌
』
一
二
頁
）
に
お
い
て
、
そ
の
Ｂ
Ｉ
Ｓ
論
文
の
該
当
頁
を
、
表
1
の
よ
う
に
引
用
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
確
認
佐賀大学経済論集 第45巻第6号
136
す
る
た
め
に
Ｂ
Ｉ
Ｓ
論
文
の
該
当
個
所
を
再
度
引
い
て
お
く
（
表
1
か
ら
抜
粋
）。
銀
行
の
国
際
業
務
上
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
が
ど
ん
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
そ
の
お
互
い
は
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
る
の
か
、
こ
の
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
理
解
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
、
今
回
の
金
融
危
機
で
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た（
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
と
い
う
・
・
・
・
・
引
用
者
）。
危
機
の
時
に
多
く
の
銀
行
は
ア
メ
リ
カ
・
ド
ル
を
調
達
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
銀
行
へ
ド
ル
を
供
給
す
る
た
め
世
界
の
中
央
銀
行
は
こ
れ
ま
で
は
な
か
っ
た
政
策
措
置
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
り
ま
し
た
。
ド
ル
流
動
性
が
豊
富
に
あ
る
と
み
ら
れ
て
い
た
時
に
、
ど
う
し
て
そ
の
直
後
に
ド
ル
不
足
が
激
化
し
た
の
で
し
ょ
う
●
「
ド
ル
不
足
」
現
象
も
解
題
で
き
な
い
新
型
「
ド
ル
不
足
」
論
に
な
っ
た
遠
因
読
者
は
こ
の
Ｂ
Ｉ
Ｓ
引
用
（
原
文
も
併
記
）
と
田
中
に
よ
る
要
約
を
並
記
し
て
い
る
表
1
を
再
度
、
み
て
ほ
し
い
。
同
じ
典
拠
の
同
じ
頁
な
の
に
田
中
と
米
倉
で
は
紹
介
し
て
い
る
中
身
が
全
然
ち
が
っ
て
い
る
。
な
ぜ
、
そ
の
よ
う
な
不
思
議
な
現
象
が
起
こ
る
の
だ
ろ
う
。
下
世
話
の
こ
と
で
あ
る
が
、
実
は
米
倉
は
こ
の
『
新
型
』
は
田
中
に
献
本
し
て
お
り
、
謝
礼
の
電
子
メ
ー
ル
も
頂
い
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
田
中
の
二
〇
一
〇－
①
の
論
文
は
、
拙
著
『
新
型
』
を
典
拠
と
し
て
掲
載
し
て
い
な
い
。
も
し
、
田
中
が
こ
の
拙
著
を
典
拠
と
し
て
き
ち
ん
と
読
ん
で
お
け
ば
、
田
中
の
ウ
ソ
問
題
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
拙
著
『
新
型
ド
ル
恐
慌
』
が
田
中
の
二
〇
一
〇－
①
論
文
に
お
い
て
典
拠
表
示
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
、
田
中
本
人
し
か
知
り
え
な
い
。
そ
の
点
は
穿
鑿
し
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
拙
著
が
典
拠
に
掲
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
田
中
の
文
献
渉
猟
能
力
を
計
る
絶
好
の
尺
度
に
な
る
だ
ろ
う
。
断
る
ま
で
も
な
く
、
こ
の
二
〇
〇
九
年
の
『
新
型
ド
ル
恐
慌
』
こ
そ
が
二
〇
〇
七－
〇
八
年
の
世
界
金
融
危
機
に
お
け
る
「
ド
ル
不
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137
足
」現
象
の
原
因
・
帰
結
を
明
ら
か
に
し
た
本
邦
文
献
の
決
定
版
で
あ
る
。
し
か
も
、
米
倉
は
す
で
に
前
年
の
二
〇
〇
八
年
上
梓
の『
真
実
』
で
も
、
二
〇
〇
七
年
に
お
け
る
「
ド
ル
不
足
」
現
象
を
分
析
し
て
い
る
。
無
私
に
徹
す
る
筆
者
は
い
ず
れ
の
著
書
も
田
中
に
献
本
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
田
中
は
『
新
型
ド
ル
恐
慌
』
の
拙
著
を
典
拠
に
も
挙
げ
て
い
な
い
。
そ
の
か
わ
り
に
拙
著
『
真
実
』
を
シ
ャ
ド
ー
バ
ン
キ
ン
グ
並
み
に
扱
い
、
注
で
ふ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
「
ド
ル
不
足
」
現
象
の
内
実
を
理
解
で
き
る
は
ず
が
な
い
。
ド
ル
不
足
問
題
に
関
し
て
な
じ
み
が
な
か
っ
た
分
野
で
あ
る
と
自
ら
が
告
白
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
し
て
、
あ
え
て
今
回
「
ド
ル
不
足
問
題
」
に
言
及
す
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
「
ド
ル
不
足
問
題
」
を
主
題
と
し
て
取
り
あ
げ
て
い
る
拙
著
『
新
型
ド
ル
恐
慌
』
に
田
中
は
言
及
せ
ざ
る
を
え
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
そ
う
し
て
し
ま
う
と
田
中
は
米
倉
の
成
果
を
公
に
認
め
た
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
田
中
は
意
図
的
に
二
〇
〇
九
年
秋
の
『
新
型
ド
ル
恐
慌
』
を
典
拠
か
ら
は
ず
し
て
し
ま
う
一
方
、
あ
た
か
も
米
倉
の
成
果
を
認
め
る
か
の
よ
う
な
ポ
ー
ズ
を
と
る
た
め
に
、
二
〇
〇
八
年
出
版
の
『
真
実
』
を
注
の
一
行
だ
け
で
ア
リ
バ
イ
的
に
言
及
し
て
お
い
た
の
だ
ろ
う
。
田
中
は
こ
れ
が
免
罪
符
に
な
る
と
勘
違
い
し
て
い
る
よ
う
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
田
中
の
こ
と
だ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
と
取
り
繕
い
を
す
る
だ
ろ
う
。
こ
の
Ｂ
Ｉ
Ｓ
論
文
は
二
〇
一
〇
年
三
月
に
出
さ
れ
た
も
の
な
の
で
、
二
〇
〇
九
年
秋
に
出
た
拙
著
『
新
型
ド
ル
恐
慌
』
を
参
照
す
る
時
間
は
な
か
っ
た
と
い
う
言
い
訳
を
思
い
つ
く
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
も
不
自
然
な
話
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
当
の
拙
著
に
引
用
さ
れ
て
い
る
Ｂ
Ｉ
Ｓ
の
文
献
の
該
当
頁
の
内
容
を
、
田
中
は
自
身
論
文
に
細
か
く
取
り
あ
げ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
内
容
理
解
は
原
典
と
お
よ
そ
か
け
離
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
。
別
の
言
い
方
も
で
き
る
。
拙
著
『
新
型
ド
ル
恐
慌
』
を
読
ま
ず
に
直
接
に
二
〇
〇
九
年
の
Ｂ
Ｉ
Ｓ
の
文
献
を
見
て
記
述
し
た
と
し
た
ら
、
二
〇
〇
八
年
の
時
点
で
同
じ
よ
う
に
ド
ル
不
足
を
国
際
資
金
移
動
を
分
析
し
た
Ｂ
Ｉ
Ｓ
の
二
〇
〇
八
年
三
月
の
四
季
報
も
正
当
に
評
価
で
き
た
は
ず
で
あ
る
（
田
中
は
何
と
こ
れ
を
典
拠
文
献
に
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
）。
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実
際
に
田
中
が
二
〇
〇
九
年
の
Ｂ
Ｉ
Ｓ
論
文
を
き
ち
ん
と
参
照
し
て
い
た
と
し
よ
う
。
す
る
と
、
そ
こ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
二
〇
〇
八
年
の
四
季
報
も
参
照
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
二
〇
〇
九
年
の
Ｂ
Ｉ
Ｓ
論
文
が
こ
れ
を
参
照
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
指
示
ど
お
り
、
こ
の
二
〇
〇
八
年
の
分
を
き
ち
ん
と
参
照
し
、
き
ち
ん
と
理
解
で
き
て
い
た
と
す
れ
ば
、
ド
ル
不
足
と
し
て
現
出
す
る
「
国
際
的
に
活
動
す
る
大
銀
行
の
国
際
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
構
造
」
は
、
二
〇
〇
九
年
の
Ｂ
Ｉ
Ｓ
論
文
の
段
階
で
、「
今
次
の
金
融
危
機
で
初
め
て
解
明
の
緒
に
就
い
た
」な
ど
と
い
う
、
と
ん
で
も
な
い
解
説
が
飛
び
出
す
は
ず
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な「
解
明
」
は
、
す
で
に
、
二
〇
〇
八
年
三
月
の
Ｂ
Ｉ
Ｓ
四
季
報
で
も
手
が
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
も
う
少
し
わ
か
り
や
す
く
い
お
う
。
二
〇
〇
九
年
三
月
の
Ｂ
Ｉ
Ｓ
論
考
は
二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に
焦
点
を
当
て
、
他
方
、
そ
の
前
年
の
二
〇
〇
八
年
三
月
の
Ｂ
Ｉ
Ｓ
四
季
報
は
二
〇
〇
七
年
の
Ｂ
Ｎ
Ｐ
パ
リ
バ
・
シ
ョ
ッ
ク
を
取
り
あ
げ
な
が
ら
、
同
じ
「
ド
ル
不
足
」
と
い
う
、
田
中
に
と
っ
て
「
こ
れ
ま
で
な
じ
み
の
薄
か
っ
た
分
野
」
を
分
析
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、も
し
田
中
が
国
際
的
ド
ル
不
足
問
題
を
ま
と
も
に
解
明
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、二
〇
〇
七
年
の
Ｂ
Ｎ
Ｐ
パ
リ
バ
・
シ
ョ
ッ
ク
に
焦
点
を
当
て
た
二
〇
〇
八
年
三
月
の
Ｂ
Ｉ
Ｓ
四
季
報
と
、
二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
二
〇
〇
九
年
三
月
の
Ｂ
Ｉ
Ｓ
論
考
の
二
つ
を
総
合
的
に
取
り
あ
げ
て
分
析
す
る
は
ず
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
米
倉
は
こ
れ
を
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
田
中
の
場
合
、
そ
れ
が
で
き
て
い
な
い
。
二
〇
一
〇
年
①
の
論
文
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、「
こ
れ
ま
で
な
じ
み
の
薄
か
っ
た
分
野
」
と
し
て
「
ド
ル
不
足
」
問
題
を
取
り
あ
げ
て
い
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
九
年
の
拙
著
（『
新
型
ド
ル
恐
慌
』）
を
読
ま
な
い
で
、
直
接
に
問
題
の
Ｂ
Ｉ
Ｓ
の
箇
所
の
頁
を
要
約
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
頁
の
記
述
を
「
大
銀
行
に
よ
る
国
際
的
資
金
移
動
を
継
続
的
に
分
析
し
て
き
た
Ｂ
Ｉ
Ｓ
（
国
際
決
済
銀
行
）
の
研
究
者
に
と
っ
て
も
未
知
数
の
問
題
で
あ
っ
て
、
国
際
的
に
活
動
す
る
大
銀
行
の
国
際
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
構
造
は
今
次
の
金
融
危
機
で
初
め
て
解
明
の
緒
に
就
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
」
等
と
紹
介
す
る
は
ず
が
な
い
。
田
中
が
典
拠
と
し
て
挙
げ
て
い
る
Ｂ
Ｉ
Ｓ
論
文
の
該
当
頁
に
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
（
表
1
の
原
文
を
参
照
）。
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田
中
は
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
英
文
の
文
献
を
訳
出
し
て
き
て
い
る
実
績
が
あ
る
。
も
し
ま
と
も
に
Ｂ
Ｉ
Ｓ
論
文
を
読
ん
で
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
誤
解
釈
に
陥
る
こ
と
は
考
え
づ
ら
い
。
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
先
ほ
ど
の
米
倉
に
よ
る
引
用
に
引
き
続
き
、
銀
行
が
外
国
投
資
を
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う
に
資
金
調
達
す
る
の
か
、
金
融
シ
ス
テ
ム
を
脅
威
に
曝
し
た
脆
弱
性
を
ど
の
よ
う
に
把
握
す
る
の
か
と
い
う
問
題
提
起
で
あ
り
、「
銀
行
の
国
際
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
構
造
は
今
次
の
金
融
危
機
で
初
め
て
解
明
の
緒
に
就
い
た
」）
な
ど
と
書
い
て
い
る
箇
所
は
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
い
（
掲
載
の
表
1
に
あ
る
原
文
も
参
照
）。
で
は
、
な
ぜ
、
お
よ
そ
考
え
ら
れ
な
い
、
不
自
然
、
不
正
確
な
紹
介
に
終
わ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
研
究
者
と
し
て
の
田
中
の
心
の
内
面
の
問
題
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
動
か
し
が
た
い
事
実
は
、
こ
の
二
〇
〇
九
年
の
Ｂ
Ｉ
Ｓ
論
文
と
同
様
の
内
容
の
話
が
記
さ
れ
て
い
る
二
〇
〇
八
年
の
Ｂ
Ｉ
Ｓ
四
季
報
を
田
中
が
正
当
に
評
価
し
損
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
二
〇
〇
八
年
Ｂ
Ｉ
Ｓ
四
季
報
は
、
二
〇
〇
七
年
の
Ｂ
Ｎ
Ｐ
パ
リ
バ
事
件
に
お
け
る
「
ド
ル
不
足
」
の
現
象
を
考
察
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
の
拙
著
『
真
実
』
は
そ
れ
を
典
拠
に
挙
げ
な
が
ら
、「
ド
ル
不
足
」
問
題
を
し
っ
か
り
考
察
し
て
い
る
。
し
か
も
面
白
い
こ
と
に
、
田
中
は
こ
の
二
〇
〇
八
年
の
Ｂ
Ｉ
Ｓ
論
文
も
典
拠
と
し
て
注
に
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
し
田
中
が
二
〇
〇
八
年
と
二
〇
〇
九
年
の
Ｂ
Ｉ
Ｓ
四
季
報
の
ど
ち
ら
も
読
ん
で
、
ド
ル
不
足
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
す
れ
ば
、
二
〇
〇
九
年
の
Ｂ
Ｉ
Ｓ
論
文
の
内
容
は
正
確
に
解
題
で
き
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
い
え
ば
、
米
倉
の
解
説
と
同
じ
よ
う
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
二
〇
〇
八
年
と
二
〇
〇
九
年
の
Ｂ
Ｉ
Ｓ
の
四
季
報
を
読
ん
で
、
二
〇
〇
七
年
の
Ｂ
Ｎ
Ｐ
パ
リ
バ
事
件
に
お
け
る
ド
ル
不
足
問
題
を
論
じ
た
拙
著
『
真
実
』
と
、
二
〇
〇
八
年
秋
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に
お
け
る
ド
ル
不
足
問
題
を
論
じ
た
拙
著
『
新
型
ド
ル
恐
慌
』
を
読
ん
で
い
れ
ば
、
系
統
だ
っ
て
時
系
列
的
に
ド
ル
不
足
問
題
を
論
じ
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
拙
著
の
『
真
実
』
で
は
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
が
ド
ル
流
動
性
供
給
に
動
か
な
か
っ
た
事
態
を
欧
州
の
金
融
関
係
者
が
嘆
い
て
い
た
エ
ピ
ソ
ー
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も
紹
介
し
て
い
る
（〈
米
倉
二
〇
〇
九－
②
〉
一
六
三
〜
四
頁
、〈
米
倉
二
〇
〇
八
『
真
実
』
六
九
〜
八
〇
頁
）。
そ
の
典
拠
は
ロ
イ
タ
ー
報
道
で
あ
り
、Financial
T
im
es
紙
で
あ
り
、
さ
ら
に
二
〇
〇
八
年
三
月
の
Ｂ
Ｉ
Ｓ
四
季
報
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
Ｂ
Ｉ
Ｓ
論
考
が
出
た
時
点
に
は
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
が
起
き
て
い
な
い
の
で
、
Ｂ
Ｉ
Ｓ
は
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
時
の
世
界
的
規
模
の
ド
ル
不
足
を
論
じ
て
い
な
い
。
し
か
し
同
じ
欧
州
に
お
け
る
ド
ル
不
足
と
い
う
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
の
資
金
移
動
に
注
目
し
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
田
中
は
、
自
身
が
典
拠
と
し
て
挙
げ
て
い
る
は
ず
の
二
〇
〇
八
年
の
拙
著
（『
真
実
』）
を
参
照
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
ウ
ソ
に
な
り
か
ね
な
い
。
そ
れ
が
不
当
だ
と
い
う
の
な
ら
ば
、
当
の
拙
著
を
理
解
で
き
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
般
読
者
向
け
に
平
易
に
書
か
れ
た
拙
著
の
内
容
を
で
あ
る
。
田
中
は
自
身
の
論
文
の
中
で
、
当
の
米
倉
の
拙
著
の
場
合
は
「「『
ド
ル
不
足
』
の
役
割
を
強
調
し
た
文
献
」
で
あ
る
と
注
に
記
し
て
い
る
は
ず
な
の
に
（〈
田
中
二
〇
一
〇－
①
〉
一
八
九
頁
）。
実
は
田
中
は
『
新
型
ド
ル
恐
慌
』
は
、
お
ろ
か
『
真
実
』
も
ろ
く
に
理
解
し
て
い
な
い
と
断
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
記
述
を
、
以
降
の
著
書
、
論
文
で
も
頻
出
さ
せ
て
い
る
。
拙
著
の
『
真
実
』
を
典
拠
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
は
ず
な
の
に
。
（
ⅱ
）
自
身
を
元
祖
ド
ル
不
足
論
者
に
仕
立
て
あ
げ
よ
う
と
す
る
無
謀
な
試
み
●
「
こ
れ
ま
で
な
じ
み
の
薄
か
っ
た
分
野
」
で
あ
る
「
ド
ル
不
足
」
現
象
は
依
然
と
し
て
な
じ
み
の
薄
い
ま
ま
田
中
は
た
し
か
に
拙
著
（『
真
実
』）
の
主
張
に
着
眼
し
（
な
ぜ
か
『
新
型
ド
ル
恐
慌
』
は
無
視
）、
注
の
レ
ベ
ル
で
は
あ
る
が
、
拙
稿
が
「
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
危
機
」
と
「
欧
州
銀
行
の
破
綻
に
お
け
る
『
ド
ル
不
足
』
の
役
割
を
強
調
し
た
」（〈
田
中
二
〇
〇
九－
②
〉
四
七
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。と
こ
ろ
が
、こ
の
米
倉
の
視
点
は
、「
孤
立
特
異
点
と
い
う
べ
く
、今
日
ま
で
し
か
る
べ
く
評
価
を
受
け
て
い
な
い
よ
う
だ
」（
同
）
と
記
し
て
い
る
。
ま
さ
に
、
た
め
に
す
る
議
論
の
典
型
で
あ
る
。
田
中
自
身
こ
そ
が
意
図
的
に
米
倉
の
視
点
を
、「
今
日
ま
で
し
か
る
べ
く
評
価
を
受
け
て
い
な
い
」
と
い
う
印
象
を
広
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
あ
た
か
も
自
ら
こ
そ
が
最
初
に
「
ド
ル
不
足
」
論
を
提
起
し
本
格
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的
展
開
し
た
と
い
う
そ
ぶ
り
を
み
せ
る
。
し
か
し
何
事
に
も
エ
ビ
デ
ン
ス
で
勝
負
す
る
の
が
学
者
の
世
界
で
あ
る
。
米
倉
は
二
〇
〇
八
年
の
『
真
実
』
以
前
の
二
〇
〇
七
年
十
二
月
の
拙
著
〈
米
倉
二
〇
〇
七
『
封
印
』〉）
に
お
い
て
、
パ
リ
バ
・
シ
ョ
ッ
ク
を
ド
ル
不
足
問
題
と
し
て
紹
介
し
、
そ
れ
に
対
応
で
き
な
い
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
惨
状
を
具
体
例
に
挙
げ
な
が
ら
、「
国
際
金
融
危
機
の
際
の
逃
避
先
は
『
王
様
の
王
様
』
の
ド
ル
・
・
・
二
〇
〇
七
年
の
夏
休
み
の
苦
い
経
験
」（〈
米
倉
二
〇
〇
七
『
封
印
』〉
二
二
〇
頁
）
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
項
を
設
け
て
い
る
。
さ
ら
に
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
が
勃
発
す
る
数
ヶ
月
前
の
二
〇
〇
八
年
四
月
公
刊
の
拙
著
で
は
、「
ド
ル
は
『
現
金
の
王
様
』－
『
裸
の
王
様
』
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ユ
ー
ロ
」（〈
米
倉
二
〇
〇
八
『
変
幻
進
化
』〉
一
八
九
頁
）
と
い
う
項
を
設
定
し
て
い
る
。
そ
の
時
の
本
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
「
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
危
機
－
膨
張
す
る
ド
ル
体
制
の
落
と
し
穴
」
と
し
、
ユ
ー
ロ
圏
の
銀
行
が
こ
の
ド
ル
金
融
の
落
と
し
穴
に
は
ま
り
、「
ド
ル
不
足
」
の
状
況
に
陥
っ
た
状
況
を
描
写
し
て
い
る
（〈
米
倉
二
〇
〇
八－
『
変
幻
進
化
』〉
一
八
九－
一
九
六
頁
））。
田
中
は
意
図
的
か
、
そ
れ
と
も
文
献
渉
猟
能
力
の
欠
如
の
ど
ち
ら
な
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
拙
著
に
も
言
及
し
な
い
。
だ
か
ら
、
ド
ル
不
足
問
題
が
、
田
中
と
い
う
「
筆
者
」
に
と
っ
て
「
こ
れ
ま
で
な
じ
み
の
薄
か
っ
た
分
野
で
あ
る
」（〈
田
中
二
〇
〇
九
－
②
〉
四
〇
頁
）
な
ど
と
脳
天
気
な
こ
と
を
書
く
し
か
な
い
。
二
〇
〇
七－
〇
八
年
に
展
開
さ
れ
た
ユ
ー
ロ
圏
の
銀
行
の
ド
ル
不
足
問
題
と
い
う
深
刻
な
事
態
を
、
よ
う
や
く
二
〇
〇
九
年
秋
の
時
点
で
取
り
あ
げ
よ
う
と
い
う
。
し
か
も
実
際
に
は
、
ま
っ
た
く
理
解
で
き
て
い
な
い
。
こ
れ
が
巷
で
ユ
ー
ロ
問
題
の
第
一
人
者
と
さ
れ
る
人
物
の
実
像
な
の
で
あ
る
。
●
ド
ル
に
頼
る
ユ
ー
ロ
銀
行
の
ユ
ー
ロ
・
パ
ラ
ド
ク
ス
田
中
は
二
〇
〇
九
年
の
秋
の
時
点
に
あ
わ
て
た
よ
う
だ
。
ユ
ー
ロ
圏
の
銀
行
が
ド
ル
金
融
に
ど
っ
ぷ
り
と
つ
か
り
危
機
に
陥
っ
た
経
緯
に
言
及
し
な
い
と
、
ユ
ー
ロ
研
究
者
と
し
て
は
さ
す
が
に
ま
ず
い
と
思
っ
た
よ
う
だ
。
田
中
に
よ
れ
ば
、
ユ
ー
ロ
成
立
の
動
機
は
欧
州
の
ド
ル
か
ら
の
自
立
も
目
的
だ
っ
た
。
そ
の
ド
ル
か
ら
自
立
す
る
は
ず
の
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ユ
ー
ロ
な
の
に
、
ユ
ー
ロ
圏
の
銀
行
は
ド
ル
金
融
に
深
く
は
ま
り
こ
み
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
危
機
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
ユ
ー
ロ
成
立
と
軌
を
一
に
し
て
ド
ル
金
融
バ
ブ
ル
に
は
ま
っ
た
の
が
ユ
ー
ロ
圏
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
ア
メ
リ
カ
が
震
源
地
の
は
ず
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
が
欧
州
で
大
爆
発
し
た
原
因
に
な
っ
た
。
こ
の
点
は
、
ブ
レ
ン
ダ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
に
よ
る
分
析
も
辛
辣
で
あ
る
。
こ
こ
に
そ
の
内
容
を
紹
介
し
て
お
く
。
ユ
ー
ロ
圏
の
銀
行
が
ド
ル
・
ロ
ー
ン
を
爆
発
的
に
拡
大
さ
せ
て
い
た
こ
と
に
関
し
、
お
ど
ろ
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
が
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
首
脳
は
見
過
ご
し
て
い
た
。
こ
の
信
用
バ
ブ
ル
は
ユ
ー
ロ
導
入
に
伴
う
金
融
統
合
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
信
用
バ
ブ
ル
と
バ
ス
ト
が
ユ
ー
ロ
圏
の
金
融
市
場
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
、
分
析
し
た
証
し
も
な
か
っ
た
と
い
う
。
多
く
の
欧
州
の
銀
行
は
オ
フ
バ
ラ
ン
ス
機
関（
い
わ
ゆ
る
シ
ャ
ド
ー
バ
ン
キ
ン
グ
）を
動
員
し
な
が
ら
、
米
国
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
市
場
に
深
く
関
与
し
て
い
た
。
欧
州
の
金
融
市
場
の
シ
ャ
ド
ー
バ
ン
キ
ン
グ
は
米
国
の
金
融
市
場
を
熱
く
す
る
燃
料
源
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
一
大
帰
結
が
二
〇
〇
七
年
八
月
九
日
に
起
き
た
金
融
市
場
の
凍
結
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
Ｅ
Ｃ
Ｂ
は
狼
狽
す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
ド
ル
不
足
問
題
に
何
も
対
応
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（〈
Ｂ
ｒ
ｏ
ｗ
ｎ
〉
八
四－
八
五
、
九
九
頁
）。
こ
の
よ
う
な
点
に
自
覚
の
な
か
っ
た
ユ
ー
ロ
問
題
の
「
第
一
人
者
」
も
当
惑
し
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
事
象
も
解
題
で
き
な
い
よ
う
で
は
ユ
ー
ロ
問
題
の
権
威
の
威
信
に
か
か
わ
る
と
不
安
を
抱
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
じ
く
ユ
ー
ロ
問
題
の
研
究
者
の
岩
田
は
そ
の
よ
う
な
ま
ず
さ
も
感
知
で
き
な
い
。
だ
か
ら
田
中
は
そ
れ
と
は
一
線
を
画
そ
う
と
し
、
ド
ル
不
足
問
題
を
理
解
し
て
い
る
か
の
ポ
ー
ズ
を
と
る
。
大
胆
に
も
ド
ル
不
足
論
の
本
邦
元
祖
を
さ
し
お
い
て
。
し
か
し
に
わ
か
勉
強
は
す
ぐ
に
馬
脚
を
あ
ら
わ
す
。
し
か
し
こ
の
件
で
ま
と
も
に
対
抗
し
よ
う
と
す
る
と
米
倉
に
は
か
な
わ
な
い
と
判
断
し
た
の
だ
ろ
う
か
？
米
倉
が
典
拠
と
し
て
い
た
Ｂ
Ｉ
Ｓ
の
文
献
を
自
分
で
解
題
し
よ
う
と
す
る
が
、
も
ち
ろ
ん
理
解
で
き
な
い
。
拙
著
の
『
新
型
ド
ル
恐
慌
』
典
拠
と
し
て
い
る
Ｂ
Ｉ
Ｓ
文
献
の
中
か
ら
、
米
倉
が
直
接
に
ふ
れ
て
い
な
い
部
分
を
引
っ
張
り
出
し
て
、
自
分
の
方
が
米
倉
よ
り
も
理
解
し
て
い
る
と
い
う
幻
想
に
浸
り
た
い
よ
う
だ
。
し
か
し
そ
の
理
解
は
米
倉
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
さ
な
い
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数値の兆ドルの
表示欠如
米国の銀行の欧州通貨建て
資産の表示欠如
欧州の銀行のドル建て
資産の表示欠如
と
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
解
題
に
終
わ
る
こ
と
を
覚
醒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
点
は
前
掲
の
表
1
で
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
。
（
ⅲ
）
構
造
的
ド
ル
不
足
論
に
露
呈
す
る
構
造
的
無
理
解
●
ユ
ー
ロ
圏
の
銀
行
の
「
構
造
的
ド
ル
不
足
」
と
は
？
さ
ら
に
、
に
田
中
に
よ
る
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
読
み
取
り
能
力
の
程
度
も
示
し
て
お
こ
う
（
図
2
）。
そ
れ
は
（〈
田
中
二
〇
一
〇－
①
〉
一
九
一
頁
）〉
に
あ
る
「
図
1
」
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
図
は
〈
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
ａ
ｒ
ｃ
ｈ
二
〇
〇
九－
②
〉
の
六
六
頁
の
図
を
引
い
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
左
と
右
の
パ
ネ
ル
に
は
何
の
表
題
も
付
い
て
い
な
い
（
実
は
そ
れ
に
先
立
つ
〈
田
中
二
〇
〇
九－
②
〉
の
四
二
頁
の
「
図
2
」
に
は
き
ち
ん
と
表
題
が
あ
る
。
左
パ
ネ
ル
に
は
「
欧
州
の
銀
行
の
ド
ル
建
て
資
産
」、
右
の
パ
ネ
ル
に
は
「
米
国
の
銀
行
の
欧
州
通
貨
建
て
資
産
」
と
な
っ
て
い
る
）。
こ
の
左
の
パ
ネ
ル
の
示
す
と
お
り
、
欧
州
の
銀
行
の
ド
ル
建
て
資
産
が
膨
ら
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
ド
ル
資
金
を
調
達
で
き
て
い
る
か
ら
と
い
う
話
で
あ
る
。
だ
か
ら
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
銀
行
の
ド
ル
資
金
不
足
は
、
構
造
的
」
だ
と
す
る
田
中
の
話
と
は
正
反
対
の
こ
と
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
ジ
ャ
ボ
ジ
ャ
ボ
に
ド
ル
を
入
手
し
、
ド
ル
建
て
高
レ
バ
レ
ッ
ジ
に
励
ん
で
い
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
ユ
ー
ロ
圏
等
欧
州
の
銀
行
が
ド
ル
資
産
膨
張
に
走
る
一
方
、
米
国
の
銀
行
は
欧
州
通
貨
資
産
を
そ
れ
ほ
ど
膨
張
さ
せ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
図2 ユーロ圏等欧州の銀行がドル資産膨張に走る一方、米国の銀行は欧州通貨資産を
膨張させていない BIS の対比図を意味不明にしてしまうユーロ研究者による転用
図（図の中にある楕円部分が BIS 原図から抜けている箇所）
（出典）〈田中2010－①〉191頁、図1より）
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別
の
言
い
方
も
で
き
る
。
こ
の
パ
ネ
ル
の
示
す
期
間
（
一
九
九
九
年－
二
〇
〇
八
年
）
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
銀
行
が
ド
ル
資
産
の
保
有
を
い
ち
じ
る
し
く
膨
張
さ
せ
て
い
る
こ
と
は
、
見
合
い
の
ド
ル
資
金
を
調
達
で
き
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
銀
行
の
ド
ル
資
金
不
足
は
、
構
造
的
で
あ
っ
た
」
と
い
う
話
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
田
中
が
挙
げ
て
い
る
原
典
に
も
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
一
切
書
い
て
い
な
い
田
中
が
典
拠
と
し
て
い
る
は
ず
の
頁
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ド
ル
資
産
の
増
加
が
リ
ー
テ
ー
ル
・
ド
ル
預
金
の
伸
び
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
差
を
銀
行
や
ノ
ン
バ
ン
ク
か
ら
の
資
金
調
達
で
埋
め
合
わ
せ
る
と
い
う
ド
ル
資
金
調
達
の
構
造
の
危
う
さ
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
（〈
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
ａ
ｒ
ｃ
ｈ
二
〇
〇
九－
②
〉
六
六
頁
）。
田
中
の
主
張
す
る
よ
う
な
、「
構
造
的
」
な
「
ド
ル
資
金
不
足
」
の
話
で
な
く
、
欧
州
の
銀
行
が
米
国
の
銀
行
よ
り
も
過
大
な
レ
バ
レ
ッ
ジ
を
か
け
て
い
る
と
い
う
話
で
あ
る
。
こ
の
点
、
田
中
が
な
ぜ
か
引
用
し
て
い
な
い
重
要
な
箇
所
を
引
い
て
お
く
。「
欧
州
の
銀
行
の
外
国
資
産
は
す
べ
て
の
通
貨
で
見
る
と
二
〇
〇
八
年
初
旬
の
時
点
で
三
〇
兆
ド
ル
を
越
え
て
お
り
、
こ
れ
は
米
国
の
銀
行
の
そ
れ
の
一
〇
倍
で
あ
る
（
ユ
ー
ロ
圏
内
資
産
を
相
殺
し
て
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
米
国
の
差
の
程
度
に
は
影
響
し
な
い
）」（〈
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
ａ
ｒ
ｃ
ｈ
二
〇
〇
九－
②
〉
六
六
）。
も
ち
ろ
ん
拙
著
『
新
型
ド
ル
恐
慌
』
に
は
こ
の
箇
所
を
し
っ
か
り
強
調
し
て
い
る
（
三
七
頁
）。
な
お
、
田
中
が
使
っ
た
先
の
図
表
が
含
意
す
る
こ
と
を
別
の
角
度
か
ら
再
確
認
す
る
。
そ
の
た
め
に
図
3
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
絵
巻
を
提
示
し
て
お
く
。
ユ
ー
ロ
国
債
バ
ブ
ル
の
進
行
は
何
を
意
味
す
る
か
。
金
融
市
場
の
ユ
ー
ロ
資
金
調
達
を
促
進
す
る
の
が
、
国
債
レ
ポ
取
引
で
あ
る
。
ユ
ー
ロ
圏
の
銀
行
は
こ
れ
で
豊
富
に
手
に
で
き
る
ユ
ー
ロ
資
金
を
Ｆ
Ｘ
市
場
で
ド
ル
資
金
調
達
に
利
用
す
る
。
だ
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
の
進
行
と
ユ
ー
ロ
国
債
バ
ブ
ル
の
進
行
が
同
時
化
す
る
の
で
あ
る
。
田
中
的
に
い
え
ば
、
ド
ル
か
ら
自
立
す
る
は
ず
の
ユ
ー
ロ
を
主
要
通
貨
と
す
る
欧
州
の
銀
行
は
ド
ル
依
存
に
ど
っ
ぷ
り
つ
か
り
込
む
。
こ
れ
を
示
す
が
こ
の
絵
巻
図
で
あ
る
。
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か
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ら
、
田
中
の
場
合
、「
国
民
経
済
」
を
忘
れ
た
は
ず
の
ア
メ
リ
カ
の
向
こ
う
を
張
る
が
ご
と
く
、
ド
イ
ツ
な
ど
欧
州
の
銀
行
も
、「『
母
国
』
を
忘
れ
た
企
業
の
世
界
展
開
」
に
は
ま
り
、
米
国
発
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
危
機
と
し
て
突
き
つ
け
ら
れ
た
事
態
に
周
章
狼
狽
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
痕
跡
を
隠
す
べ
く
目
論
ん
だ
の
が
、「
ド
ル
不
足
」
現
象
の
解
題
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
結
果
は
、
本
稿
が
明
ら
か
に
し
た
と
お
り
の
こ
と
に
終
わ
っ
た
。
●
「
構
造
的
」
な
「
ド
ル
資
金
不
足
」
と
は
似
て
非
な
る
Ｂ
Ｉ
Ｓ
「
構
造
的
ド
ル
不
足
」
の
タ
ー
ム
あ
ま
り
雪
隠
詰
め
す
る
の
も
ど
う
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
は
退
路
も
提
示
し
て
お
こ
う
。〈
Ｂ
Ｉ
Ｓ
二
〇
〇
九－
①
〉
に
は
、
田
中
の
主
張
に
一
見
、
有
利
に
な
り
そ
う
な
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
は
四
季
報
で
な
く
、
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ペ
ー
パ
ー
で
あ
る
。
そ
の
四
頁
に
あ
る
三
節
の
第
一
項
は
、“the
origins
and
em
ergernce
of
U
S
dollar
shortage”
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は“structuralshortage
ofU
S
dollar”
と
い
う
内
容
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
田
中
が
飛
び
つ
き
そ
う
な
タ
ー
ム
で
あ
る
。
だ
が
退
路
の
話
し
は
そ
こ
ま
で
で
あ
る
。
あ
い
に
く
、
そ
の
中
身
は
田
中
の
も
の
と
は
似
て
非
な
る
も
の
。
Ｂ
Ｉ
Ｓ
に
お
け
る
、
そ
の
「
構
造
的
ド
ル
不
足
」
と
は
、
米
倉
が
先
に
紹
介
し
た
と
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ド
ル
資
産
の
増
加
が
リ
ー
テ
ー
ル
・
ド
ル
預
図3 サブプライムローン問題を煽るユーロ国債バブルの進行・・・・
大西洋両岸から膨れあがるグローバル・フィナンシャル・インバランスの構図
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金
の
伸
び
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
差
を
他
の
銀
行
や
ノ
ン
バ
ン
ク
か
ら
の
資
金
調
達
で
埋
め
合
わ
せ
る
と
い
う
ド
ル
資
金
調
達
の
構
造
に
お
け
る“structuralshortage
of
U
S
dollar”
の
こ
と
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
欧
州
の
銀
行
の
外
貨
資
金
調
達
状
況
の
図
で
あ
る
（
図
2
）。
し
た
が
っ
て
、
田
中
が
典
拠
と
し
て
い
な
い
Ｂ
Ｉ
Ｓ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
に
あ
る
「
構
造
的
ド
ル
不
足
」
も
、
田
中
の
い
う
、
「
構
造
的
」
な
「
ド
ル
資
金
不
足
」
と
似
て
非
な
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ド
ル
預
金
の
少
な
い
欧
州
の
銀
行
に
よ
る
ド
ル
資
金
調
達
は
、
ド
ル
流
動
性
が
豊
富
な
時
は
う
ま
く
い
く
が
、
市
場
が
緊
張
す
る
と
行
き
づ
ま
る
と
い
う
話
で
も
あ
る
。
と
こ
ろ
が
田
中
は
リ
ー
テ
ー
ル
預
金
の
伸
び
よ
り
も
卸
売
市
場
資
金
調
達
の
伸
び
の
方
が
急
激
で
あ
る
話
を
何
も
し
て
い
な
い
。
公
平
に
徹
す
る
の
が
筆
者
の
信
条
で
あ
り
、
田
中
の
理
解
に
少
し
は
救
い
が
あ
る
点
を
指
摘
し
て
お
く
。
実
は
田
中
に
も
「
ド
ル
不
足
」
の
性
格
を
理
解
で
き
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
記
述
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
欧
州
の
銀
行
に
よ
る
短
期
ド
ル
借
入
更
新
の
慣
行
の
こ
と
で
あ
る
。「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
銀
行
の
急
騰
す
る
ノ
ン
バ
ン
ク
へ
の
投
資
・
貸
付
は
比
較
的
長
期
の
ド
ル
資
産
の
は
ず
で
あ
り
、
比
較
的
長
期
の
ド
ル
負
債
（
有
期
預
金
の
よ
う
な
）
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
ロ
ー
ル
オ
ー
バ
ー
が
必
要
と
な
る
。
市
場
が
正
常
で
あ
れ
ば
資
産
と
負
債
の
間
の
期
間
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
は
あ
ま
り
問
題
に
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
金
融
市
場
が
緊
張
す
る
ケ
ー
ス
で
は
、
市
場
流
動
性
に
問
題
が
出
る
た
め
、
予
想
し
て
い
た
よ
り
早
く
資
産
を
売
る
か
流
動
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。」（〈
田
中
二
〇
一
〇－
①
〉
一
九
五
頁
）。
と
こ
ろ
が
、
田
中
の
癖
は
な
お
ら
な
い
。
自
身
が
せ
っ
か
く
正
し
い
こ
と
を
書
い
て
い
た
と
し
て
も
、
す
ぐ
後
に
正
反
対
の
こ
と
を
記
述
す
る
癖
が
再
び
頭
を
も
た
げ
て
し
ま
う
。
欧
州
の
銀
行
に
よ
る
短
期
ド
ル
借
入
更
新
の
慣
行
を
認
識
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
「
構
造
的
ド
ル
不
足
」
の
こ
と
で
な
く
、
ド
ル
が
豊
富
に
入
る
時
期
か
ら
急
速
に
不
足
す
る
時
期
に
短
期
ド
ル
借
入
更
新
の
慣
行
が
行
き
詰
ま
る
と
い
う
脈
絡
の
「
構
造
的
ド
ル
不
足
」
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
理
解
に
行
き
着
く
は
ず
な
の
に
。
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さ
ら
に
田
中
が
「
ド
ル
不
足
」
の
内
実
に
関
し
、「
構
造
的
」
な
無
理
解
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
事
例
を
示
す
。
そ
れ
は
外
国
為
替
ス
ワ
ッ
プ
（
Ｆ
Ｘ
ス
ワ
ッ
プ
）
に
よ
る
ユ
ー
ロ
圏
の
銀
行
の
ド
ル
資
金
調
達
難
の
説
明
で
あ
る
。
田
中
は
「
銀
行
間
Ｆ
Ｘ
ス
ワ
ッ
プ
の
利
用
が
困
難
な
い
し
コ
ス
ト
高
に
な
る
」（〈
田
中
二
〇
一
〇－
①
〉
一
九
七
頁
）
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
状
況
が
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に
絡
ま
っ
て
の
話
で
あ
る
こ
と
を
は
何
も
書
い
て
い
な
い
。
田
中
は
こ
の
件
を
二
〇
〇
七
年
の
パ
リ
バ
・
シ
ョ
ッ
ク
の
時
に
限
定
し
て
し
ま
っ
て
記
述
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
二
〇
〇
七
年
と
二
〇
〇
八
年
の
「
ド
ル
不
足
」
現
象
の
区
別
が
で
き
な
く
な
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
で
は
「
ド
ル
不
足
」
が
主
に
ユ
ー
ロ
圏
な
ど
欧
州
の
銀
行
の
限
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
後
者
で
は
世
界
の
金
融
機
関
に
も
広
が
っ
た
と
い
う
話
が
田
中
の
場
合
、
抜
け
落
ち
る
の
で
あ
る
。
Ｆ
Ｘ
市
場
で
世
界
的
な
「
ド
ル
不
足
」
が
起
き
た
肝
心
の
二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
時
の
件
を
何
も
書
い
て
い
な
い
田
中
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
先
述
の
と
お
り
、
Ｍ
Ｍ
Ｆ
の
元
本
割
れ
が
生
じ
た
時
、
欧
州
の
銀
行
が
資
金
繰
り
に
窮
し
た
点
を
描
け
な
い
。
た
し
か
に
田
中
は
欧
州
の
銀
行
が
Ｍ
Ｍ
Ｆ
ば
か
り
で
な
く
イ
ン
タ
ー
バ
ン
ク
市
場
で
も
ド
ル
を
調
達
し
に
く
く
な
っ
た
と
は
書
い
て
い
る
が
（〈
田
中
二
〇
一
〇－
①
二
〇
三
頁
）、
肝
心
の
Ｆ
Ｘ
市
場
に
お
け
る
ド
ル
調
達
の
困
難
は
何
も
書
い
て
い
な
い
。
こ
の
点
、
田
中
に
再
度
、
説
示
し
て
お
く
。
実
は
Ｆ
Ｘ
市
場
に
お
け
る
ド
ル
調
達
の
困
難
と
い
う
場
合
、
二
〇
〇
七
年
の
Ｂ
Ｎ
Ｐ
パ
リ
バ
・
シ
ョ
ッ
ク
の
時
と
二
〇
〇
八
年
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
時
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
前
者
の
場
合
、
欧
州
の
銀
行
が
こ
の
市
場
で
資
金
を
取
り
に
く
く
な
っ
た
の
に
対
し
、
後
者
の
場
合
は
米
国
の
銀
行
も
巻
き
込
ま
れ
た
。
ド
ル
不
足
現
象
が
前
者
で
は
欧
州
の
銀
行
に
限
定
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
後
者
で
は
全
世
界
的
な
広
が
り
を
み
せ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
二
〇
〇
八
年
の
場
合
、
Ｆ
ｅ
ｄ
は
無
制
限
の
ド
ル
流
動
性
供
給
に
出
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
区
別
は
田
中
に
は
高
等
す
ぎ
て
、
五
里
霧
中
だ
ろ
う
。
し
か
も
な
ぜ
Ｆ
Ｘ
市
場
で
欧
州
の
銀
行
の
ド
ル
資
金
繰
り
が
困
難
に
な
る
の
か
よ
く
理
解
で
き
て
い
な
い
。
こ
の
ス
ワ
ッ
プ
の
「
利
用
が
困
難
な
い
し
コ
ス
ト
高
」
に
な
る
理
由
を
何
も
書
い
て
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い
な
い
。
こ
れ
は
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
い
う
点
を
書
け
ば
す
む
こ
と
で
あ
る
は
ず
な
の
に
。
こ
れ
も
田
中
が
典
拠
と
し
て
挙
げ
て
い
る
は
ず
の
拙
著
（『
真
実
』
の
七
二－
七
三
頁
）
を
読
め
ば
す
ぐ
理
解
で
き
る
話
で
あ
る
。
こ
れ
を
田
中
に
再
確
認
（
い
や
読
ん
で
い
な
い
は
ず
な
の
で
初
確
認
）
し
て
も
ら
お
う
。
為
替
ス
ワ
ッ
プ
で
ド
ル
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
欧
州
の
銀
行
に
対
し
、「
ド
ル
を
貸
し
出
す
側
の
米
国
の
金
融
機
関
は
為
替
ス
ワ
ッ
プ
の
コ
ス
ト
を
高
く
し
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
パ
リ
バ
金
融
騒
動
の
場
合
、欧
州
側
は
非
常
に
リ
ス
ク
が
高
い
と
み
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。だ
か
ら
リ
ス
ク
・
プ
レ
ミ
ア
ム
が
為
替
・
ス
ワ
ッ
プ
・
コ
ス
ト
に
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
」（
拙
著
『
真
実
』
七
二
頁
）。
「
し
か
も
こ
れ
に
流
動
性
リ
ス
ク
が
加
わ
り
ま
す
。
市
場
で
は
一
方
的
な
ド
ル
需
要
が
あ
る
場
合
、
流
動
性
は
損
な
わ
れ
ま
す
。
特
に
取
引
相
手
の
信
用
リ
ス
ク
が
増
す
と
感
じ
ら
れ
る
場
合
が
そ
う
で
す
。」（
同
）
「
こ
の
よ
う
に
欧
州
の
金
融
機
関
は
ド
ル
を
必
要
と
し
て
い
た
の
で
す
が
、
銀
行
間
市
場
で
は
自
身
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
リ
ス
ク
と
信
用
リ
ス
ク
に
直
面
し
て
お
り
、
ま
た
ユ
ー
ロ
、
ポ
ン
ド
を
使
っ
て
為
替
ス
ワ
ッ
プ
市
場
で
ド
ル
を
調
達
し
よ
う
と
し
て
も
自
身
が
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
リ
ス
ク
に
曝
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
調
達
コ
ス
ト
が
あ
が
り
思
う
よ
う
に
ド
ル
を
調
達
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
す
」（
同
、
七
三
頁
）」
以
上
の
拙
著
に
よ
る
説
明
は
二
〇
〇
八
年
の
Ｂ
Ｉ
Ｓ
四
季
報
を
典
拠
と
し
て
い
る
。
田
中
は
Ｂ
Ｉ
Ｓ
を
よ
く
読
ん
で
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
田
中
に
は
一
つ
の
特
長
が
あ
る
。
田
中
が
関
連
す
る
Ｂ
Ｉ
Ｓ
文
献
を
典
拠
と
し
て
い
る
場
合
、
実
は
す
べ
て
米
倉
が
既
に
使
っ
て
い
る
。
時
系
列
的
に
い
え
ば
、
田
中
は
そ
れ
を
後
追
い
し
、
そ
し
て
そ
れ
を
典
拠
と
し
て
い
る
米
倉
の
著
書
を
典
拠
と
し
て
載
せ
な
い
と
い
う
手
法
で
あ
る
。
田
中
は
Ｆ
Ｘ
市
場
に
お
け
る
欧
州
の
銀
行
側
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
リ
ス
ク
を
言
及
で
き
な
い
か
ら
、「
ド
ル
不
足
」
現
象
を
説
明
で
き
な
く
な
る
。
さ
ら
に
田
中
の
た
め
に
説
示
し
て
お
こ
う
。
二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
場
合
、
そ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
リ
ス
ク
は
欧
州
の
銀
行
に
限
ら
れ
な
く
な
る
。
米
国
の
銀
行
に
も
及
ん
だ
と
い
う
話
で
あ
る
（
そ
の
点
は
拙
著
『
新
型
』
四
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二
〜
四
四
頁
、
六
〇
〜
七
〇
頁
）。
さ
ら
に
も
っ
と
明
確
な
記
述
は
、
先
に
紹
介
し
た
〈
Ｂ
Ｉ
Ｓ
二
〇
〇
九－
①
〉
の
九－
一
〇
、
一
八
頁
に
み
ら
れ
る
。
田
中
は
こ
れ
も
参
照
し
て
い
な
い
。
筆
者
の
『
新
型
』
が
こ
の
Ｂ
Ｉ
Ｓ
ワ
ー
キ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
を
典
拠
と
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
理
由
が
あ
る
。『
新
型
』
の
場
合
、
脱
稿
が
八
月
下
旬
だ
っ
た
の
で
、
米
倉
は
Ｂ
Ｉ
Ｓ
ワ
ー
キ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
を
参
照
す
る
余
裕
は
な
か
っ
た
。
他
方
、
田
中
に
は
十
分
の
時
間
が
あ
っ
た
は
ず
だ
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
田
中
の
場
合
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に
お
け
る
ド
ル
不
足
が
欧
州
の
銀
行
ば
か
り
で
な
く
米
銀
に
も
広
が
り
、
そ
れ
が
世
界
的
な
ド
ル
不
足
を
呼
ん
だ
経
緯
は
説
明
で
き
な
く
な
る
。
あ
る
い
は
、
Ｆ
ｅ
ｄ
が
Ｅ
Ｃ
Ｂ
等
を
通
じ
ド
ル
の
無
制
限
供
給
に
出
た
未
曾
有
の
事
態
も
説
明
で
き
な
い
。
田
中
の
場
合
、
ド
ル
不
足
を
欧
州
の
銀
行
に
限
定
し
て
論
じ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
理
解
に
達
す
る
わ
け
に
い
か
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
（
ⅳ
）
メ
ビ
ウ
ス
の
帯
に
は
ま
っ
た
「
ド
ル
不
足
」
論
は
ペ
ン
ロ
ー
ズ
の
階
段
に
●
二
〇
〇
七
年
八
月
に
Ｅ
Ｃ
Ｂ
が
ド
ル
流
動
性
を
供
給
し
て
い
た
と
誤
解
し
た
理
由
・
・
・
①
為
替
ス
ワ
ッ
プ
に
よ
る
ド
ル
資
金
調
達
の
仕
組
み
の
無
理
解
田
中
は
二
〇
〇
七
年
八
月
の
Ｂ
Ｎ
Ｐ
パ
リ
バ
騒
動
に
対
し
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
は
ユ
ー
ロ
圏
の
銀
行
へ
の
大
量
の
流
動
性
供
給
で
応
じ
た
と
説
明
し
て
い
た
。
問
題
は
こ
の
流
動
性
が
ユ
ー
ロ
建
て
な
の
か
ド
ル
建
て
な
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ユ
ー
ロ
建
て
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
田
中
に
誤
り
は
な
い
（
も
っ
と
も
他
の
個
所
で
は
ド
ル
建
て
と
誤
解
）。
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
田
中
は
こ
の
大
量
の
ユ
ー
ロ
建
て
流
動
性
供
給
が
あ
れ
ば
、
ド
ル
の
流
動
性
供
給
に
つ
な
が
る
と
理
解
し
て
い
る
ふ
し
が
あ
る
。
そ
う
で
な
い
と
、
二
〇
〇
七
年
八
月
の
時
点
に
Ｅ
Ｃ
Ｂ
が
ユ
ー
ロ
圏
の
銀
行
に
ド
ル
流
動
性
を
大
量
に
供
給
し
た
と
誤
解
し
て
し
ま
う
理
由
が
見
当
た
ら
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
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恐
ら
く
田
中
は
、
大
量
の
ユ
ー
ロ
流
動
性
を
供
給
さ
れ
た
ユ
ー
ロ
圏
銀
行
が
為
替
市
場
で
こ
の
ユ
ー
ロ
で
ド
ル
を
調
達
で
き
る
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
理
論
的
に
は
そ
の
通
り
で
あ
る
。
ユ
ー
ロ
を
担
保
に
ド
ル
を
借
り
る
為
替
ス
ワ
ッ
プ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
パ
リ
バ
・
シ
ョ
ッ
ク
の
時
、
ユ
ー
ロ
圏
の
銀
行
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
リ
ス
ク
が
急
激
に
高
ま
っ
た
の
で
、
ス
ワ
ッ
プ
コ
ス
ト
が
イ
ン
タ
ー
バ
ン
ク
市
場
の
ド
ル
調
達
コ
ス
ト
よ
り
も
禁
止
的
な
高
さ
に
な
っ
た
。
こ
れ
で
は
ド
ル
資
金
を
調
達
し
て
も
利
ざ
や
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
。
損
失
が
膨
ら
み
、
ま
す
ま
す
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。
ユ
ー
ロ
圏
の
銀
行
は
Ｅ
Ｃ
Ｂ
か
ら
い
く
ら
ユ
ー
ロ
を
大
量
に
供
給
さ
れ
て
も
、
そ
の
ユ
ー
ロ
で
ド
ル
を
調
達
す
る
コ
ス
ト
が
禁
止
的
な
高
さ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
ユ
ー
ロ
圏
の
銀
行
は
こ
の
民
間
の
為
替
ス
ワ
ッ
プ
市
場
で
ド
ル
を
調
達
す
る
の
で
な
く
、
市
場
で
調
達
す
る
よ
り
も
は
る
か
に
低
い
、
正
常
な
金
利
で
Ｅ
Ｃ
Ｂ
か
ら
ド
ル
を
調
達
し
よ
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
Ｅ
Ｃ
Ｂ
は
Ｆ
ｅ
ｄ
に
対
し
ド
ル
・
ス
ワ
ッ
プ
発
動
を
要
請
し
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
市
場
に
は
ド
ル
が
供
給
さ
れ
な
く
な
り
、
こ
れ
が
ユ
ー
ロ
圏
の
銀
行
の「
ド
ル
不
足
」問
題
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
の
が
Ｆ
ｅ
ｄ
・
Ｅ
Ｃ
Ｂ
間
の
ド
ル
・
ス
ワ
ッ
プ
協
定
で
あ
る
。
そ
の
手
順
を
示
し
た
の
が
図
4
で
あ
る
。
こ
の
図
の
手
順
に
そ
っ
て
説
明
し
て
い
る
。
先
ず
図
4
の
①
で
あ
る
。
Ｆ
ｅ
ｄ
は
Ｅ
Ｃ
Ｂ
に
ド
ル
を
供
給
す
る
。
Ｅ
Ｃ
Ｂ
側
は
ユ
ー
ロ
で
Ｆ
ｅ
ｄ
に
債
務
を
負
う
。
次
に
②
で
あ
る
。
ド
ル
を
受
け
取
っ
た
Ｅ
Ｃ
Ｂ
は
ユ
ー
ロ
圏
の
各
国
中
央
銀
行
へ
ド
ル
を
渡
す
。
各
国
中
央
銀
行
は
対
価
に
ユ
ー
ロ
を
払
う
。
最
後
に
③
で
あ
る
。
各
国
中
央
銀
行
は
ユ
ー
ロ
シ
ス
テ
ム
に
参
加
し
て
い
る
金
融
機
関
へ
ド
ル
を
渡
し
、
担
保
を
受
け
取
る
。
ユ
ー
ロ
の
銀
行
に
と
っ
て
問
題
と
な
る
の
が
、
③
で
調
達
し
た
ド
ル
の
コ
ス
ト
で
あ
る
。
こ
の
調
達
コ
ス
ト
の
方
が
Ｆ
Ｘ
市
場
で
ド
ル
を
調
達
す
る
よ
り
も
は
る
か
に
低
い
。
だ
か
ら
ド
ル
を
調
達
す
る
。
こ
れ
で
ド
ル
決
済
資
金
不
足
を
解
消
で
き
る
の
で
あ
る
（〈
Ｅ
国際金融危機における「ドル不足」現象の「構造的」な理解不足現象
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ドル現金
ドル現金
ドル現金
ユーロ現金
ユーロ建て債務
担保
Fed ECB①
②
③
ユーロシステムに
参加している
取引金融機関
ユーロ圏各国
中央銀行
Ｃ
Ｂ
二
〇
一
二
〉
九
〇
頁
）。
こ
の
図
4
に
あ
る
よ
う
な
中
央
銀
行
間
ド
ル
流
動
性
供
給
は
二
〇
〇
七
年
末
か
ら
実
施
さ
れ
た
。
田
中＝
岩
田
の
よ
う
に
二
〇
〇
七
年
八
月
の
時
に
発
動
さ
れ
た
と
い
う
話
で
は
な
い
。
こ
の
両
者
は
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
研
究
者
の
第
一
人
者
で
あ
る
は
ず
な
の
だ
が
。
な
お
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
が
Ｆ
ｅ
ｄ
か
ら
初
め
て
ド
ル
・
ス
ワ
ッ
プ
便
宜
を
受
け
た
の
は
何
時
の
こ
と
な
の
か
、
再
確
認
し
て
お
く
。
こ
れ
は
二
〇
一
一
年
の
Ｆ
ｅ
ｄ
資
料
か
ら
知
り
え
た
話
で
あ
り
、
当
然
な
が
ら
、
二
〇
〇
七
年
の
拙
著
で
は
そ
の
点
に
言
及
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
点
を
田
中
と
共
に
復
習
し
て
み
よ
う
。
そ
れ
は
か
の
、
二
〇
〇
一
年
九
月
十
一
日
の
米
国
で
起
き
た
同
時
多
発
テ
ロ
の
時
で
あ
る
。
9
・
11
の
時
、
Ｆ
ｅ
ｄ
は
Ｅ
Ｃ
Ｂ
と
一
時
的
な
ド
ル
・
ス
ワ
ッ
プ
協
定
を
結
ぶ
。
Ｅ
Ｃ
Ｂ
は
自
国
の
金
融
機
関
が
ド
ル
債
務
を
履
行
で
き
る
よ
う
便
宜
を
供
給
し
、
世
界
的
支
払
い
が
滞
ら
な
い
よ
う
防
衛
措
置
を
講
じ
た
の
で
あ
る
。
Ｅ
Ｃ
Ｂ
は
五
〇
〇
億
ド
ル
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
を
供
給
さ
れ
、
そ
の
内
の
二
三
五
億
ド
ル
を
引
き
出
し
図4 Fed と ECB のドル・スワップによるユーロ圏の銀行へのドル流動性供給
経路
（出典）ECB, Monthly Bulletin, April2012，P．90
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た
が
、
三
日
で
返
済
し
た
。
Ｆ
ｅ
ｄ
は
カ
ナ
ダ
銀
行
と
は
既
存
の
ス
ワ
ッ
プ
協
定
を
増
強
し
、
一
〇
〇
億
ド
ル
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
を
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
に
は
三
〇
〇
億
ド
ル
を
供
給
し
た
が
、
こ
の
二
行
は
引
き
出
し
て
い
な
い
。
な
お
、
カ
ナ
ダ
の
場
合
、
そ
れ
以
外
に
既
存
の
二
〇
〇
億
ド
ル
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
引
き
出
し
て
い
な
い
（〈
Ｆ
ｅ
ｄ
二
〇
一
一
〉
五
六
頁
）。
●
「
プ
レ
ミ
ア
ム
」
の
理
解
に
お
け
る
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
田
中
が
為
替
ス
ワ
ッ
プ
に
よ
る
ド
ル
資
金
調
達
の
仕
組
み
を
理
解
で
き
て
い
な
い
例
を
も
う
ひ
と
つ
挙
げ
て
お
こ
う
。
田
中
に
は
ド
ル
に
関
す
る
「
プ
レ
ミ
ア
ム
」
の
意
味
が
わ
か
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
が
次
の
記
述
で
あ
る
。「
ド
ル
資
金
に
つ
い
て
は
、
米
欧
銀
行
間
の
ル
ー
ト
が
細
っ
た
の
で
、『
ド
ル
不
足
』
が
顕
在
化
し
、
欧
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
銀
は
ド
ル
資
金
調
達
を
、
①
ユ
ー
ロ
と
ド
ル
の
為
替
ス
ワ
ッ
プ
（
ド
ル
資
金
に
は
プ
レ
ミ
ア
ム
が
付
い
た
）、
②
米
系
Ｍ
Ｍ
Ｆ
か
ら
の
借
入
、
③
在
米
子
会
社
を
通
じ
る
米
国
Ｆ
Ｒ
Ｂ
か
ら
の
ド
ル
資
金
調
達
な
ど
の
ル
ー
ト
を
通
じ
て
、
増
大
さ
せ
た
」（〈
田
中
二
〇
一
〇
－
③
〉
一
七
頁
、
傍
点
は
引
用
者
が
附
す
）。
そ
し
て
、
こ
の
「
ド
ル
不
足
」
に
関
し
注
記
し
、「
欧
州
銀
行
の
『
ド
ル
不
足
』
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て
の
詳
細
は
田
中
（
二
〇
一
〇
）
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
な
お
米
倉
（
二
〇
〇
八
）
は
ド
ル
不
足
現
象
を
早
く
か
ら
指
摘
し
て
い
た
」（
同
）
と
な
っ
て
い
る
。ド
ル
不
足
現
象
を
「
早
く
か
ら
指
摘
し
て
い
た
」
田
中
自
身
が
紹
介
し
て
い
る
拙
著
を
差
し
お
い
て
、「
欧
州
銀
行
の
『
ド
ル
不
足
』
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て
の
詳
細
」
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
少
し
は
マ
シ
な
内
容
に
な
っ
て
も
よ
い
は
ず
で
あ
る
が
。
さ
て
、「
ド
ル
不
足
」
の
「
詳
細
」
に
関
し
て
、
田
中
が
「
参
照
」
を
求
め
て
い
る
「
田
中
（
二
〇
一
〇
）」
と
は
、
本
稿
が
再
三
取
り
あ
げ
て
い
る
、〈
田
中
二
〇
一
〇－
①
〉
の
こ
と
で
あ
り
、「
米
倉
（
二
〇
〇
八
）」
と
は
拙
著
の
『
真
実
』
の
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
き
び
し
く
指
摘
し
た
と
お
り
、〈
田
中
二
〇
一
〇－
①
〉
に
お
け
る
「
ド
ル
不
足
」
現
象
の
解
説
は
無
理
解
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
原
因
は
拙
著
の
『
真
実
』
を
ろ
く
に
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
時
点
で
も
、『
新
型
ド
ル
恐
慌
』
を
国際金融危機における「ドル不足」現象の「構造的」な理解不足現象
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典
拠
に
挙
げ
て
い
な
い
。
こ
れ
で
、「
ド
ル
不
足
」
を
語
ろ
う
と
す
る
か
ら
大
変
な
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
田
中
が
拙
著
の
『
真
実
』
だ
け
を
典
拠
に
挙
げ
、『
新
型
ド
ル
恐
慌
』
を
参
照
し
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に
お
け
る
欧
州
の
「
ド
ル
不
足
」
現
象
は
説
明
で
き
な
い
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
、
米
国
の
金
融
機
関
も
同
じ
く
「
ド
ル
不
足
」
現
象
に
陥
っ
た
こ
と
を
説
明
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
拙
著
の
『
真
実
』
は
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に
お
け
る
「
ド
ル
不
足
」
現
象
は
一
部
ふ
れ
た
だ
け
で
あ
り
（『
真
実
』
の
脱
稿
日
は
実
は
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
勃
発
の
日
）、「
ド
ル
不
足
」
現
象
の
全
面
的
記
述
は
『
新
型
ド
ル
恐
慌
』
に
託
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。『
新
型
ド
ル
恐
慌
』
こ
そ
が
、
本
格
的
な
ド
ル
不
足
現
象
を
取
り
あ
げ
て
い
る
本
邦
初
の
著
作
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
田
中
は
〈
田
中
二
〇
一
〇－
③
〉
の
時
点
の
著
作
に
お
い
て
も
、
拙
著
『
新
型
ド
ル
恐
慌
』
を
無
視
し
て
い
る
。
し
か
し
実
際
に
は
こ
の
拙
著
と
こ
の
拙
著
が
活
用
し
て
い
る
Ｂ
Ｉ
Ｓ
文
献
を
見
な
が
ら
、
田
中
は
欧
州
の
銀
行
の
「
ド
ル
不
足
」
現
象
を
解
題
し
よ
う
と
し
、
そ
し
て
実
は
そ
の
文
献
を
ま
っ
た
く
理
解
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
告
解
し
て
し
ま
っ
た
（
表
1
参
照
）。
本
邦
の
ド
ル
不
足
論
元
祖
を
差
し
お
い
て
、
自
身
を
「
ド
ル
不
足
」
論
の
第
一
人
者
に
仕
立
て
あ
げ
よ
う
と
す
る
と
、
深
く
て
抜
け
出
せ
な
い
墓
穴
を
掘
っ
て
し
ま
う
。
再
度
挙
げ
る
が
、
次
の
記
述
は
田
中
の
深
層
心
理
が
の
ぞ
け
る
内
容
で
あ
る
。「
欧
州
銀
行
の
『
ド
ル
不
足
』
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て
の
詳
細
は
田
中
（
二
〇
一
〇
）
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
な
お
米
倉
（
二
〇
〇
八
）
は
ド
ル
不
足
現
象
を
早
く
か
ら
指
摘
し
て
い
た
」（〈
田
中
二
〇
一
〇－
③
〉
一
七
頁
）。
田
中
が
ユ
ー
ロ
・
ド
ル
間
の
為
替
ス
ワ
ッ
プ
に
関
し
、
何
も
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
が
、
こ
こ
で
も
露
呈
し
た
。〈
田
中
二
〇
一
〇
－
①
〉
で
一
応
正
し
く
書
い
て
い
る
こ
と
が
、〈
田
中
二
〇
一
〇
年－
③
〉
の
共
著
で
は
と
ん
で
も
な
い
内
容
に
変
容
し
て
い
る
。
正
し
い
こ
と
を
書
い
て
い
て
も
後
で
付
け
足
し
的
に
正
反
対
の
理
解
を
さ
ら
け
出
す
の
は
田
中
の
常
道
で
あ
る
。
再
度
、
引
く
こ
と
に
な
る
が
、
田
中
の
次
の
記
述
に
は
驚
き
で
あ
る
。「
①
ユ
ー
ロ
と
ド
ル
の
為
替
ス
ワ
ッ
プ（
ド
ル
資
金
に
は
プ
レ
ミ
ア
ム
が
付
い
た
）」〈
田
中
二
〇
一
〇－
③
〉
一
七
頁
）。
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で
は
、
こ
の
、「
ド
ル
資
金
に
は
プ
レ
ミ
ア
ム
が
付
い
た
」
と
い
う
場
合
の
、「
プ
レ
ミ
ア
ム
」
と
は
一
体
、
何
な
の
か
？
実
は
田
中
は
こ
れ
を
理
解
し
て
い
な
い
。
こ
の
記
述
の
元
と
さ
れ
る
〈
田
中
二
〇
一
〇－
①
〉
の
該
当
頁
は
、
為
替
ス
ワ
ッ
プ
の
件
に
ふ
れ
て
い
る
一
九
六
頁
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
、「
ド
ル
資
金
に
は
プ
レ
ミ
ア
ム
が
つ
い
て
い
る
」
と
い
う
話
し
は
な
い
‼
ド
ル
銀
行
間
市
場
に
お
け
る
ド
ル
調
達
コ
ス
ト
に
比
べ
、
為
替
ス
ワ
ッ
プ
市
場（
Ｆ
Ｘ
市
場
）に
お
け
る
ド
ル
調
達
コ
ス
ト
が
上
が
っ
た
。
そ
れ
が
欧
州
の
銀
行
に
あ
て
は
ま
る
。
だ
か
ら
、
田
中
は
こ
の
点
を
正
し
く
も
、「
一
九
九
〇
年
代
の
ジ
ャ
パ
ン
・
プ
レ
ミ
ア
ム
に
似
た
『
欧
州
プ
レ
ミ
ア
ム
』
で
あ
っ
た
」（〈
田
中
二
〇
一
〇－
①
〉
一
九
六
頁
）
と
理
解
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
二
〇
一
〇
年
の
九
月
の
共
著
（〈
田
中
二
〇
一
〇－
③
〉）
で
は
、
田
中
は
、「
ド
ル
資
金
に
は
プ
レ
ミ
ア
ム
が
付
い
た
」
と
括
弧
書
き
す
る
の
で
な
く
、
た
だ
、「
欧
州
プ
レ
ミ
ア
ム
」
と
書
い
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
。
あ
る
い
は
読
者
に
よ
り
わ
か
り
や
す
く
す
る
よ
う
に
、「
欧
州
の
銀
行
の
ド
ル
調
達
コ
ス
ト
に
は
リ
ス
ク
・
プ
レ
ミ
ア
ム
が
追
加
さ
れ
た
」
と
す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、「
ド
ル
資
金
に
は
プ
レ
ミ
ア
ム
が
付
い
た
」
と
い
う
田
中
の
記
述
は
、
も
し
為
替
市
場
の
動
向
に
少
し
で
も
明
る
け
れ
ば
、
と
て
も
書
け
な
い
表
現
で
あ
る
。
日
本
の
銀
行
は
不
良
債
権
問
題
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
時
は
、
ド
ル
資
金
調
達
の
際
に「
ジ
ャ
パ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
」
を
払
わ
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
転
じ
て
、
米
国
の
銀
行
が
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
に
巻
き
込
ま
れ
る
と
、
東
京
市
場
で
は
そ
の
米
国
の
銀
行
の
ド
ル
資
金
調
達
コ
ス
ト
が
上
が
り
、「
ヤ
ン
キ
ー
プ
レ
ミ
ア
ム
」
を
払
う
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
く
ら
い
知
っ
て
お
い
て
よ
い
は
ず
だ
。
田
中
は
虚
心
坦
懐
に
ド
ル
不
足
現
象
を
勉
強
し
て
お
け
ば
す
ん
だ
の
で
あ
る
。
田
中
は
自
身
が
し
た
り
顔
に
「
ド
ル
不
足
現
象
」
を
論
じ
る
前
に
、「
ド
ル
不
足
現
象
を
早
く
か
ら
指
摘
し
て
い
た
」「
米
倉
（
二
〇
〇
八
）」
の
拙
著
『
真
実
』
を
素
直
に
学
ん
で
お
け
ば
す
ん
だ
の
で
あ
る
。
実
際
は
、
こ
れ
を
参
照
し
て
も
理
解
で
き
な
い
の
で
、
別
の
拙
著
『
新
型
ド
ル
恐
慌
』
が
活
用
し
て
い
る
Ｂ
Ｉ
Ｓ
論
文
の
中
味
も
全
国際金融危機における「ドル不足」現象の「構造的」な理解不足現象
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然
、
把
握
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
〈
田
中
二
〇
一
〇－
①
〉
の
論
文
で
あ
り
、
こ
こ
で
取
り
あ
げ
た
〈
田
中
二
〇
一
〇－
③
〉
の
編
著
だ
っ
た
。
●
二
〇
〇
七
年
八
月
に
Ｅ
Ｃ
Ｂ
が
ド
ル
流
動
性
を
供
給
し
て
い
た
と
誤
解
し
た
理
由
・
・
・
②
パ
リ
バ
・
シ
ョ
ッ
ク
の
内
実
の
無
理
解
田
中
の
無
理
解
に
は
根
深
い
も
の
が
あ
る
。
ド
ル
不
足
現
象
が
大
規
模
に
発
現
し
た
二
〇
〇
七
年
八
月
の
Ｂ
Ｎ
Ｐ
パ
リ
バ
・
シ
ョ
ッ
ク
の
中
身
を
何
も
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
（
こ
の
点
は
筆
者
宛
の
私
信
の
中
で
認
め
て
い
る
）。
田
中
は
二
〇
〇
七
年
段
階
の
欧
州
金
融
危
機
の
分
析
で
創
世
記
の
よ
う
な
混
沌
に
あ
っ
た
。
そ
れ
が
二
〇
〇
八
年
の
有
斐
閣
テ
キ
ス
ト
の
中
の
記
述
で
あ
る
（「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
現
代
国
際
金
融
」
田
中
素
香
編
『
新
国
際
金
融
テ
キ
ス
ト
3
』
有
斐
閣
、
所
収
）。
そ
の
点
の
中
身
の
粗
雑
さ
は
拙
稿
、〈
米
倉
二
〇
〇
九－
②
〉
で
面
白
お
か
し
く
紹
介
し
て
い
る
。
そ
こ
で
今
回
は
そ
の
一
つ
だ
け
を
再
度
、
本
稿
に
挙
げ
て
お
こ
う
。
そ
れ
は
、
二
〇
〇
七
年
八
月
九
日
の
Ｂ
Ｎ
Ｐ
パ
リ
バ
・
シ
ョ
ッ
ク
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
め
ば
田
中
は
実
は
何
も
金
融
危
機
の
事
象
を
説
明
で
き
な
い
人
間
で
あ
る
こ
と
が
一
目
瞭
然
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
当
日
、「
フ
ラ
ン
ス
最
大
の
銀
行
Ｂ
Ｎ
Ｐ
パ
リ
バ
が
傘
下
の
フ
ァ
ン
ド
の
解
約
を
発
表
し
た
。
住
宅
ロ
ー
ン
債
権
の
市
場
売
却
が
不
可
能
と
な
り
、
破
綻
に
至
っ
た
の
で
あ
る
」
（〈
田
中
二
〇
〇
八
〉
三
二
）。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
文
章
に
は
、
そ
も
そ
も
何
が
ど
ん
な
形
で
「
破
綻
に
至
っ
た
」
の
か
に
、
書
か
れ
て
い
な
い
。
当
の
Ｂ
Ｎ
Ｐ
パ
リ
バ
は
傘
下
の
フ
ァ
ン
ド
の
「
解
約
を
発
表
し
た
」
ど
こ
ろ
か
、
同
フ
ァ
ン
ド
の
「
解
約
」
に
応
じ
ず
フ
ァ
ン
ド
を
し
ば
ら
く
凍
結
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。
別
に
「
破
綻
」
し
た
わ
け
で
な
い
。
ま
た
、
そ
の
フ
ァ
ン
ド
が
解
約
・
償
還
に
応
じ
な
か
っ
た
の
は
、「
住
宅
ロ
ー
ン
債
権
の
市
場
売
却
が
不
可
能
」
に
な
っ
た
か
ら
で
は
な
い
。
さ
ら
に
田
中
の
無
知
は
膨
ら
む
。
同
フ
ァ
ン
ド
が
「
住
宅
ロ
ー
ン
債
権
」
を
「
市
場
売
却
」
で
き
る
は
ず
が
な
い
。
同
フ
ァ
ン
ド
が
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保
有
し
て
い
る
の
は
「
住
宅
ロ
ー
ン
債
権
」
で
は
な
い
。
同
フ
ァ
ン
ド
は
こ
の
債
権
が
原
資
産
と
な
り
、
そ
れ
を
数
次
に
わ
た
り
証
券
化
し
た
金
融
商
品
で
あ
る
。「
住
宅
ロ
ー
ン
債
権
」
な
ど
保
有
す
る
わ
け
が
な
い
。
田
中
の
記
述
に
し
た
が
っ
て
し
ま
う
と
、
同
フ
ァ
ン
ド
は
住
宅
金
融
会
社
と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
と
も
か
く
も
、
同
フ
ァ
ン
ド
の
解
約
・
償
還
に
応
じ
る
た
め
に
、
そ
の
証
券
化
商
品
を
「
市
場
売
却
」
し
よ
う
と
す
る
と
恐
ろ
し
い
ば
か
り
の
値
し
か
つ
か
な
い
。
こ
れ
が
解
約
・
償
還
に
応
じ
な
か
っ
た
理
由
な
の
で
あ
る
。
値
段
の
回
復
を
待
っ
た
の
で
あ
り
、
同
フ
ァ
ン
ド
は
後
に
解
約
凍
結
を
解
除
し
て
い
る
（『
真
実
』
六
六－
六
七
）。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
同
フ
ァ
ン
ド
は
「
解
約
を
発
表
し
た
」
の
で
な
く
「
解
約
」
に
応
じ
ら
れ
な
い
と
「
発
表
」
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
世
界
の
投
資
家
の
間
に
「
信
用
不
安
」
が
生
じ
、
ま
た
銀
行
は
お
互
い
の
支
払
不
能
リ
ス
ク
を
懸
念
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
欧
州
の
金
融
機
関
に
お
け
る
「
ド
ル
不
足
」
問
題
と
し
て
発
現
し
た
の
で
あ
る
。
み
ら
れ
る
と
お
り
、
田
中
が
二
〇
〇
八
年
の
有
斐
閣
テ
キ
ス
ト
の
段
階
で
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
に
五
里
霧
中
だ
っ
た
こ
と
は
明
白
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
紹
介
し
た
（〈
米
倉
二
〇
〇
九－
②
〉
一
五
〇－
一
五
三
頁
）。
だ
か
ら
、
こ
こ
で
は
再
論
し
な
い
。
な
お
こ
の
有
斐
閣
の
テ
キ
ス
ト
の
、「
各
章
は
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
第
一
人
者
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
」（〈
田
中
二
〇
〇
八
〉
は
し
が
き
、
Ｖ
頁
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
田
中
、
岩
田
の
共
同
の
署
名
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
田
中
は
そ
れ
な
り
に
自
信
が
あ
る
よ
う
だ
。こ
の
テ
キ
ス
ト
に
関
し
、
田
中
は
米
倉
よ
り
批
判
を
受
け
た
の
で
、〈
田
中
二
〇
〇
九－
①
〉
で
、
拙
著
『
真
実
』
の
主
張
に
ふ
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
と
す
れ
ば
、
拙
著
と
正
反
対
の
理
解
し
か
で
き
な
い
、〈
田
中
二
〇
〇
九－
①
〉
と
同
じ
経
済
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
岩
田
、
星
野
論
文
を
批
判
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
〈
田
中
二
〇
〇
九－
②
〉。
こ
の
二
人
を
強
烈
に
批
判
し
た
の
も
〈
米
倉
二
〇
〇
九－
②
〉
一
五
三－
一
七
二
頁
で
あ
り
、
田
中
も
、
筆
者
に
よ
る
岩
田
、
星
野
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①②
③
④
の
二
人
へ
の
批
判
の
正
当
性
を
田
中
は
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
注
で
こ
っ
そ
り
、
こ
の
二
人
を
批
判
し
た
。
●
表
（
ド
ル
不
足
論
）
と
裏
（
ド
ル
不
足
無
理
解
）
の
境
の
不
明
な
メ
ビ
ウ
ス
の
帯
に
は
ま
っ
た
「
ド
ル
不
足
」
論
と
こ
ろ
が
、
そ
の
自
身
に
よ
る
岩
田
批
判
の
イ
ン
ク
が
乾
か
な
い
う
ち
に
岩
田
の
「
ド
ル
不
足
」
無
理
解
論
に
与
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
こ
れ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
も
実
に
ブ
ラ
ッ
ク
な
話
で
あ
る
。
米
倉
に
よ
る
星
野
、
岩
田
批
判
の
中
身
が
実
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
ひ
と
ま
ず
、
米
倉
の
「
ド
ル
不
足
」
論
に
与
す
る
。
そ
う
す
れ
ば
米
倉
の
批
判
を
免
れ
る
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
の
「
ド
ル
不
足
」
の
中
身
は
実
は
よ
く
理
解
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、
田
中
が
批
判
し
て
い
た
は
ず
の
岩
田
の
記
述
に
も
全
面
依
拠
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
が
最
終
的
に
重
大
な
帰
結
を
迎
え
る
。
自
身
が
ユ
ー
ロ
圏
の
銀
行
の
「
ド
ル
不
足
」
問
題
を
解
題
す
る
は
ず
な
の
に
、
こ
の
「
ド
ル
不
足
」
論
に
一
体
賛
同
し
て
い
る
の
か
反
対
し
て
い
る
の
か
、
サ
ッ
①「ドル不足」現象の説明の取り組み。この現象に理解を欠く論者を批判
②「ドル不足」現象の否定＝2007年8月、ECB のドル流動性供給があったと誤認。批判したはず
の論者の説を丸呑み
③「ドル不足」現象を2008年のリーマン・ショックで説明する試み
④2012年の段階でも②の誤認のくり返し。
だから①に行ってもすぐに②、④へと戻るメビウス的認識のスパイラル（原図はウィキペディア
からのもの）
図5 メビウスの帯に縛られ、ペンローズの階段を①から④へと上がり「ドル不
足」現象の解題に行き着けない「ドル不足」解題者
佐賀大学経済論集 第45巻第6号
158
パ
リ
わ
か
ら
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
田
中
は
メ
ビ
ウ
ス
の
帯
に
は
ま
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
認
識
上
ね
じ
れ
に
ね
じ
れ
を
重
ね
、
表
（
ド
ル
不
足
論
）
と
裏
（
ド
ル
不
足
無
理
解
）
の
局
面
が
連
続
し
て
現
れ
る
帯
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
永
久
に
認
識
の
発
展
の
な
い
仕
組
み
で
あ
る
。
そ
の
点
、
よ
り
正
確
に
い
え
ば
、
田
中
は
赤
い
靴
を
は
い
て
ペ
ン
ロ
ー
ズ
の
階
段
を
歩
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。
先
ず
、
ド
ル
不
足
無
理
解
へ
の
批
判
に
よ
り
ド
ル
不
足
論
へ
と
階
段
を
昇
る
（
図
5
の
①
）。
し
か
し
登
り
切
っ
た
先
が
ド
ル
不
足
無
理
解
論
で
あ
る
（
②
）。
さ
ら
に
そ
の
先
を
進
み
、
ド
ル
不
足
論
の
階
段
に
足
を
か
け
た
つ
も
り
が
（
③
）、
実
は
ド
ル
不
足
無
理
解
論
の
階
段
（
④
）
に
行
き
着
く
。
だ
か
ら
永
遠
に
ド
ル
不
足
現
象
の
理
解
に
行
き
着
け
な
い
階
段
を
昇
り
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
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